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副
題

認

識

と

、

理
半

長
谷
川

日
本
貿
易
振
興
会

ooす
る
詢
発
協
力

畑
作
物
の
創
出
と

、
畑
作
物
利
用
忙

と
う
も
ろ
こ
し
陀
代
替

い

て

の

具

体

的

提

茶

長

谷

川

氏

の

労

作

の

紹

介

も
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じ

善

彦
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B
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す
る
翰
出
用

こ

れ

匹

た

い

す

る

油

力

に

つ

タ

イ

の

注

済

た

い

し

晨

芙

匠

た

い
す

る
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と
い
う
の
が
長
谷
川
氏
の

論
旨
で
あ
る
。

で
あ
る
。

営
の
中
心
匠
苗
産
を
淫
入

す

る
こ
と
侭

よ
っ
て

畑

作

地

帝

が

安

定

し
て

浜
栄
す

る
の
で

は
あ

る
ま
い
か
。

タ
イ
の
新
し
い
＂
浚
業
の
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
を
画
き

、
推
進

す

る
た
め
に
は

、

の
畑
作
研
究

セ
ン
タ

ー
を
設
置
す
べ
き
だ
。

新
作
物
の
創
出
や

、
新
し

い
底
業
経
営
の
ベ

タ
ー
ン
を

創
り
出
す
た
め
の
も
の

的

な

試

験

。

研

究

。

普

及

。

教

育

の

前

進

vc
ょ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。

大
豆
を
入
れ
た
だ
け
で
は
呉
の
解
決
に
な
ら
な
い
か
も
し
れ
な
い
e

あ
る

。

と
し
て
で

あ
る
。

そ
れ
に
た
い
し

て
は

、

．
~占

‘

と
こ
ろ
カ

も
ち
ろ
ん
苗
産
も
含
ん
だ
も
の
で

、

日
本

こ
そ
和
極
的
に
協
力
す
ぺ
き
で
あ
る

、

（
中
出
正
一
）

そ
の
た
め
基

礎

膝
業
経

し
か
も
ト
ウ
モ
ロ
コ
ジ
ー
大
豆
の
輪
作
を
考
え
て
の
こ
と
で

し
い

畑
作
物
の
創
出
が
考
え
ら
れ
ね
げ
な
ら
な
い
。

畑
作
地
帯
の
人
口
も
急
姻

し
て
い

る
。

る
こ
と
も
事
実
で

、

ロ
コ
ン
が

急
激
に
壻
加
し
た
。

カ
ル
チ
ャ
ー
か
ら
悦
し
て

、

ヽ

し

か
も

そ
れ
は
大
豆
で
あ
る
。

ト
ウ
モ
ロ
コ
ン

の
連
作
が
地
力
を
う
は
い

、

忙
翫
ん
で
も
ら
い
た
い

気
持
だ
。

を
研
究
し

、

そ
の
輸
出
拉
は
年

、

米
輸
出
国
で
あ
る
。

そ

そ
こ
に
新

ク
イ
の
哀
業

そ
れ
は
す
べ
て
日
本
向
け
で
あ
る
。

の
ば
あ
い
の
大
豆
は
油
科
作
物
と
い
う
よ
り
も

、

消
耗
さ
せ

つ
つ

あ

こ
の
ま
ま
で
は
永
つ
づ
き
は
し

な
い
だ
ろ
う
。

写
臼
作
物

、
す

な
わ
ち
飼
料

こ
こ
十

数
年
の
間
陀

、
中

部
畑
作
地
帝
に

ト
ウ
モ

し

か
し
近
年

、
米
作

面
板
は
頭

う
ち
で
あ
る
。

米
の
国
タ
イ

‘

ー

ク
イ
農
業
忙
関
す
る
表
記
の
労
件
は

、

． 
．
 

.,. 

糸勺

米
の
モ
ノ

王

0
万
ト
ン

、
今

は
世

界
有
数
の

そ
の

将
来
妬
つ
よ
い

配

慮

と
夢
を

画
い

て
い
る
人

た
か
ら
で
あ
る
。

同
氏

は
か
つ
て
ク
イ
に
住
み

、

ク
イ
国
に
関
心
を
も
つ
す
ぺ

て

の
人

長

谷

川

氏

の

労

作

の

紹

介

． 

... 
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第

四

第 第 第
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I
最

近

の

タ

イ

哉

業

の

変

化

Ill Il 
ー ―

―
 

前

謡． 
~̀ 

． 

ー・

一

九

六

三

年

よ

り

十

年

後

に

予

測

さ

れ

る

ク

イ

区

菜

の

変

化

今

後

の

ク

イ

哀

業

発

展

の

予

測

ク

イ

が

経

験

し

た

経

済

の

他

律

性

設

産

物

販

死

地

蚊

と

晶

産

物

自

給

地

城

ク

イ

凝

業

の

論

理

ク

イ

股

英

を

規

定

す

る

自

然

条

件

新

し

い

ク

イ

狙

染

と

し

て

の

畑

作

の

意

衣

と

今

後

の

ク

イ

炭

業

の

発

股

II
ガ£上

品

ク

イ

経

済

の

概

況

済

経

概

況

タ

イ

殷

莱

の

唸

誠

理
事

長

谷

J

I

宮

彦

日
本
貿
易
振
朕
会

(
J
 

E
T
R
 
0

)

 

ー

、

訊

出

と

紬

作

物

利

用

忙

関

す

る

開

発

努

力

と

う

も

ろ

こ

し

に

代

替

す

る

輸

出

用

畑

作

物

の

的

提

案
副

退

ク

イ

の

経

済

方

い

し

袋

茉

匹

対

す

る

酔
‘
諏

と

こ

れ

匠

対

す

る

断

力

匠

つ

い

て
の

具

体

一

九

九 九 五： 五 五
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八

第

七

第

六
第

五
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II 
―
―
 

結

篇

付

屈

表
lI 

—— 
後

賀 II 
． 

性

向

上
に

協
力
す
る
た
め
の
畑
作
セ

ン
ク
ー
と
そ
れ
に
関
連

す
る
考
え
方

畑
作
物
セ
ン
ク

ー

の
考
え
方

畑
作
物
セ
ン
ク
ー
の
主
な
活
動
内
容

効 ク
イ
殷
産
物
開
発
輸
入

と
ク
イ

殷
業
へ
の

タ
イ
路
民
の
欲
す
る
も
の

タ

イ

農

業

励

力

匠

関

す

る

具

体

的

な

提

案

考

え
方
忙
つ
い

て

日
本
側
の
事
情
に
つ
い

て

タ
イ

農

菜

励

力

匠

対

す

る

具

体

的

な

提

案

を

効

釆

あ

ら

し

め

る

た

め

匠

必

要

な

畑

作

研

究

セ

ン

タ

ー

の

創

立

と

連

宮

匠

関

す

る

考
え
方

予
定
さ
れ
る
セ
ン
ク
ー
の
位
置

開
発
輸
入
を
具
体
化
す
る
た
め

、

果

考
え
方
の
原
則

．
 
.. 

十

ク
イ
側
の
半
惰
に
つ
い

て

ク

イ

の
畑
作
哉
業
の
生
産

協
力

へ
の
ア
プ
t
P
ー
チ

． 

.... 

五
〇
四
八
辿
六
凶
六

三
五

l
四
五
ニ
四
二
九
ニ
八
ニ
八

二
七
二
七
二
七
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袖

． 
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｀
 

ク
イ

の

畜

産

＞
 

、ヽ

必
要
と
さ
れ
る
技
術
者

IV
所

要

資

‘金

● 

I
.
 、

一． 
五
〇
五
〇
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第

①

貿

易

収

支

匠

関

す

る

か

ぎ

り

、

ク
イ
は
赤
字
を

つ
づ
け

て
お
り

、

Il
貿

易

れ

る。

あ

る

が

、

ハ
ン
コ
ッ
ク
を
の
ぞ

く

殴
村
地
帯
で
は
約
半
分
と
指
定

さ

cs 

国
民
所
紺
は
一
人
あ
た
り
―
―
-
、

0
〈

八

T

（
約
一
五

0
米
ド
ル
）

と
な

る）

゜

で

年
の
人
ロ
セ
ン
サ
ス
と
一
九
六

0
年
の
そ
れ
を
比
叔
す
る

と

―
-
l

、
一
％

で
は
i
―
-
‘
一
佑
で
あ
る

（公

表
は
三
伶
と
さ
れ

て
い
る
が

、

一
九
四
七

③

戦

前

の

ク

イ

の

人

口

堵

加

率

は

年

率

0
九
び
”
で
あ
っ
た
が

、
現
在

は
ほ
ほ
八
％
に
回
復
す
る
も
の
と
思
わ
れ
て
い
る
°
.

一
九
六
九
年
は
桑
産
物

りヽ

一
九
六
八
年
に
つ
い
て
も
成
長
率
は
六
伶

（
推
計
）

で
あ
り

、

干
は
つ
匠
よ
る
虚
産
物
の
不
作
の
た
め

、
成
長
率
は
四
、
九
伶
に
止
ま

し
か
し

、

事
者
で
あ
る
。

作
柄
お
よ
び
そ
の
国
際
価
格
に
大
き
く
左
右
さ
れ
て
い
る
。

質

A
、
―
―
％
と
い
う
社
成
長
率

基
調

と
し
て

、
第
二
次
計
画
で
は

、

標
と

し
た

。

さ
ら
に
八
、
七
伶
の
成
長
率
を
目

そ
の
初
年
度
に
あ
た
る

計
画
は
必
ず
し
も
明
る
い
も
の
で
は
な
い
。

の
作
柄
も
乎
年
匠
回
復
す
る
見
迫
し
と
な
っ
て
い
る
の
で

、
成
長
率

一
九
六
七
年
は
異
常

（
目
標
は
六
伶
で
あ
っ
た
）

の
実
紀
を

②
 
タ
イ
政
府
は
第
一
次
六
ヵ
年
計
画

（
一
九
六

ー
六
六
年
）

ま
た

、

ク
イ
の
経
済
は
米
を
主
体
と
し
た
に
産
物
の

一
九
六

0
年
人
ロ
セ
ン
サ
ス
）

①
 

前
篇

で
あ
る
。

タ
イ
で
は

、

経

済

概

況

タ
イ
農
業
の
認
識

ク
イ
経
済
の
概
況 ．
 

．
 

労
働
力
人

口

の
八

の
実

―-
‘
六
グ
P
が
設
業
従

（
労
働
力
人

口
は
総
人
口
の
五
二
、
二
％

● • 
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．
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て
い
る
。

今
後
と
も
継
続
し

、

日
ク
間
の
貿
易
バ
ラ
ン
ス
の
ギ
ャ
ッ
プ
は
薇
少

の
貿
麦
収
支
の
赤
字
の
約
半
分
は
わ
が
国
か

ら
の

輸
出
超
迦

と
な
っ

ク
イ
の
経
済
発
展

と
と
も
忙
‘

（
第
二
表
）

の
き
ざ

し
は
な
い
。

• • こ
の
傾
向
は

④

わ

が

国

と

の

貿

星

は

つ

ね

に

わ

が

国

の

輸

出

超

過

で

あ

り

、
タ

イ

一
九

六

九
年
は
赤
字
を
ま
ぬ
が

れ
な
い
と
み
ら
れ
て
い

る
。

年
の
六
ー
百
ド
ル
の
黒
字
か
ら
、

二
二
百
万

ド
ル
に

減
少

し

、

黒
字
は
減
少
が
見
込
ま
れ

、

一
九
六
八
年
の

総
合
収
支
は

一
九

六
七

③

他

方

、
ヴ
エ
ト
ナ
ム

和
平
の
柄
述

を
ひ
か
え
て
7

五
四
八
百
万
ド
ル
代
達
し
て
い
る
。

実
に
増
加
し

て
き
た
。
と
く
に
一
九
六
六
年
以
降
、

一
九

六
九
年
四

月

現
在
｀

の
赤
字
は
拡
大
の

一
方
を
た
ど
り

、

輸
入
が
急
速
忙
増
大
す
る
一
方

、
輪
出
が
停
滞
気
味

で
、

一
九
六
八
年

VC
は
そ
の

額
は

（
第

一
表
）

貿
焼
外
収
支
の

貿
易
収
支

②

し

か
し
、

経
済
罪
発
の
進
展
陀

と
も
な
ぅ

直

本

財
を
中
心
と
す
る

万

ド
ル
忙
達

し
て
い
る
。

需
が
多
く

、

米
国
を
主
と
す
る

援

助

、

全
外
貨
準
備
高
は
九

0
二
百

黒
字
に
支
え
ら
れ

、
総

合
収
支
で
は

黒
字

と
な
り

、
外
貨
準
備
は
浩

ヴ
ェ
ト
ナ
ム
特

ヴ
ェ
ト
ナ
ム
特
需

匠
よ
る
貿

易
外
収
支
の

- 6 -



第 2 表 わが国 とタイと の貿易 第 1 表 クイの貿易収支
： 

（日本通関統計単位 千・・ドル） ヽ クイ通関統計（単位， ヽ
1 0万ドル）

・' クイ ヘ の輸出 クイからの翰入 バランス

・対前年比 II 
I ・、 ． ¥‘・ '・. .' 対前倅比

(‘・ 1 9'6 5 1 9 6 6 1 9 6 7 1 9 6 8 金 額疇（G}J) 金
額
寧（%) （推定）・，ヽ、

1963 18 ~.00 0 +21.8 90,719 +26.6 ・90;281 輪 ’‘出 6471 7049 7136 6872 

対前年比 十4.9 十8.9 +1.1 勾．6

1 9 6 s・・、21り，14 8 + 2.8 • (1 3 0.7 8 0’・＇十 0.1 88,368 

, 9 6 6 300,838 +37.8 153,225 +17.2 147.613 I ‘輸 入 77↑6' 9252 10527 11979 

1 9 6 7 340,991 +13.3 160,039 + 4.4 1 980,,7521 対前年.、.此 ・・十7.1 +1_9. 9 +13.8 +13.8 

1 9 6 8 365,448 + 7.2 147,023.△ 8.1 218,425 

II 
バランス、 △ 12ヽ45 竺 203 △ 33 91 勾 107

● • 
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第 4 表 わが国の主なク イより の輸入物箕 11 第 3 表 クイの主な輸出品目

1 9 6 4 1 9 6 5 1 9 6 ~ 1 9 6 7 ・; 9 6 8 
，、 （辿1関統計 ）

II 単位 B'OB 1 D D万ドル
トン 722,126 576,410 758,342 691,199 633,303 

． 

とう記之し千トツレ 45,175 36,591 49,739 46,925 36,848 1963 1964 1965 1966 1967 

生ゴム
ト ン 81, 1 0 1 57,946 59,860 72,945 77,262 米 164.6 214.5 21 0.4 1 93.3 224.2 

千朽レ 39,377 28,592 28,359 28,372 25,922 
生ゴ ム 91.5 99.0 96.1 89.4 7 5. 2 

．， 

米
トン 11 7, 1 4 5 1 4 4, 6 2 4 84,544 128,122 88,345 

とうもろこし 39.6 65.4 4 7. 1 73.6 87.5 
千卜9レ ・13,627 1 ?,944 11, 1 3 6 18,533 16,126 

£≫公μ1 35.6 46.2 56.1 62.1 65.2 

トン 31,909 65,389 59,156 86,2 1 7 80,882. I f - 6.6 8.6 9.7 11.7 9.5 ケナ フ
千卜9レ 5,024 11, 9 D 8 11,182 12,523 8,808 ク

クビオカ 21.1 3 2.0 33.0 33.1t ・ 36,3 

トン 1, 5 13 1,976 3,691 5,090 4,581 ジユート 17.2 23.9 53.9 79. 4 42.5 冷凍えび 千卜9レ 2,987 3, 7 : 7 4 7,,261 10,334 11, 1 4 2 ケナフ

冷探えび 2.2 3.3 5.3 9. 2 12.6 
トン 1 1 1 723 7 20 531 402 i 

鉄鉱石千卜9レ 1,329 8,503 8,248 5,321 3,468 その他 86.5 105.8 115.8 130.2 1,)2.0 

クピオカ
トン 54,915 17,074 20,109 54,495 52,005 

フラデー 千卜）レ 3,292 '1,424 1,659 4,858 4,539 II合 百I- 465.2 598.7 627.4 674.6 685.2 

』 ． トン 24, 9 1 1 25,765 41,267 33,722 24,376 

ひまる実 千トクレ 3,382 3,250 4,991 4,430 4,133 タイランド銀行 月報

合計千卜9レ 13 0, 6 0 5 1 3 0,7 8 0 1 5 3, 2 2 5 1 6 0, 0 3 9 1 4 7, 0 2 3 
（匂暖含む）
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第

l

-

販売作物

{ i) 

．

．

 

1

2

3

 

米自給地域

，ょ作物粗放裁培地域 （東北 ）106.4 

集約裁培自給地域

米自給社相釘。ゴム地域

lli) 

1

2

5

 

米販売地域

西部米自給地城

5
 

（北部）

（南部）

（北部遂咆）

東南部米自給。 （東南部）
畑作物地城

ぺサツが米0 畑竹物販売（パナック）

面枚米自給率

（百万ライ） （佑）

99. 7 ゲナフ 0粘花
クバコ

113.3 クパコ。野菜

落．。大豆
93.4 

4.、 メナム土辺。米外畑昨 （メナム地）
・ 混治地区

メナム oデルが和災柏叫区（テルjl)

55.9 

43.9 

（中部） 11 5.1 

33.1 

1 0.6 

8.8 

29.5 

33.1 

168.4 

84.6 

85.3果物。コンヨウ
キヤガバ

167.0 とうもろこし0梨物

221.4大豆0とうも夕こし

豆 0 落花生
1 7 6.4封菜。果物

さとうぎト・

計 321.3 1 27. 6 

れ

自

然

条

件

、

社

会

経

済

条

件

忙

適

し

た

作

物

が

裁

培

さ

ね

て

い

る

。

地

域

忙

よ

っ

て

、

そ

う

で

あ

る

が

、

質

易

が

詰

始

さ

れ

、

秒

に

述

ぺ

る

よ

う

に

、

（

主

と

し

て

メ

ナ

ム

乎

原

）

そ

の

後

、

海

外

海

外

の

山

要

に

よ

っ

て

他

律

的

陀

米

の

輸

出

を

目

的

と

し

た

米

商

品

化

の

経

浮

が

、

混

品

化

に

お

こ

っ

た

。

ク

イ

第

一

の

凶

産

物

で

あ

る

米

を

指

標

に

と

れ

ば

、

混

は

な

く

、

原

則

と

し

て

自

給

経

済

を

し

て

い

た

。

①
 

ほ

ぼ

次

の

よ

う

に

地

域

区

分

が

で

き

る

。

の

可

能

な

地

坂 一

八

五

0
年

ご

ろ

の

ク

イ

は

い

ま

だ

門

戸

を

開

か

ず

、

東

南

ア

ジ

ア

晟

業

の

一

類

型

と

し

て

の

ク

イ

母

業

の

論

理

晶

産

物

販

売

地

域

と

衰

産

物

自

給

地

域

． 

● • 
そ

れ

ぞ 今

で

も

正

式

の

貿

- 9 _: 



②
 ． つて

い
る
。

七
四
％
、

七
六
佑
が
米
作
地
と
な
っ
て
い
る
ほ
ど

、
米
の
単
作
と
な

S
i

ng
b
u
ri
 

ク
の
米
作
地
で
あ
る

P
a
"t

h
u
m

米
の
商
品
化
は

、

ク
（
い
）
の
三
地
区

、

イ
の
面
積
の
約
二
〇
伶
か
ら
行
わ
れ
て
い
る
C

換
算
全
国
五
二
八
万
ト

ン
の
収
佼
忙
対
し

、

二
五

0
万
ト
ン
の
生
差
を
あ
け
て
い
る
。

k。1

の
諸
県
で
は

、

• • 

A
y
u
t
h
a
y
a
,
 

ヽ

県
の
面
放
の
八
二
幼

、
八
六
茄

、

米
作
の
中
心
で
あ
る
デ
ル

こ
の
三
地
区
だ
け
で

、

A
r
g
t
h
o
n
g
,
 

一
九
六

0
年
に
白
米

、

面
栢
六
一

、
四
百
万
ラ
イ

、
す
な
わ
ち
全
タ

パ

サ

ッ

ク

的
メ

ナ

ム

土

辺

ヘ
也、4

4 9 

一

ビ
ク
ル
を
年
間
消
懺
す
る
も
の
と
し
て

、

県
別
人
口
に
よ
り
算
出
し
た
。

．／
 

R

米

の

自

給

率

は

一

七

六

0
年
陀
つ
い

で

一
人
あ
た
り

、

ロ
ス
を
含
め
て
籾

四
、

デ
ル

- 1 0- ロ



II • ③ 
(1) 

最
初
に
海
外
宙
要
に
他
律
的
に
刺
激
さ
れ

て
、
米

作

面

柏

が

拡

十

九
世
紀
後
半

（
一
八
五

0

一
九

0
0
)

し
か
ら
ば

、

ク
イ
経
済
が
ど
の
よ

う
に
他
律
的

に
勁

い
た

か

化
の
進
ん
だ
地
域
の
ほ

う

か
早
か
っ
た
。

団

人

口
の
招
加
は
す
ぺ

て
の
地
城
に
お
い

て
見
ら
れ
る
が

、
商
品

ivJ

中
国
人

の
中

間

商
人

群

の

拾

映
。

．
 
時
に
行
な
わ

れ
た
も
の
で
な
い
こ
と
で
あ
る

。

liii) 

第

三
は

、
貨
弊
経
済
の
役
透
は

、

タ

イ
の
全
域

に
一

様

に
、

同

造
を
中
心
と

し
た
家
内
エ
菜
の
衰
退
で
あ
る
。

山

貨
弊
経
済
の
役
送
と

、
餘
入
品
の
主
装
品
で
あ
っ
た
細
諏
物
製

上
国

の

経

済

発

底

忙

つ

い
て
あ

て
は
ま
る
視
象
で
あ
る
。

で
あ
る
。

タ
イ
の
輸
出
額

れ
花
と
も
な

う
輸
入
額
が
ほ
ぽ
比
例
し
て
増
加

し

て
い
っ
た
こ
と

ー
こ
の
よ
う
な
現
象
は

、
玩
在
忙
お
い
て
も

、
発

朕

途

t i) 

（
米
を
中
心
と

し
．た）

の
顕
者
な
期
大
と

、
そ

か
は
後
に
述

ぺ
る
と

し
て

、

発
展
の
特
徴
を
あ
げ
る
と

、

②
 
ク
イ
の
経
済
が
砕
品
化
の
過
程
で
ど
の
よ
う
妬
他
往
的
で
あ
っ
た

カ
ル
チ
ャ

ー

の
固

と
し
て

陣
外
に
認
識
さ
れ
る
に

い
た
つ
だ
C

の
単
作

商
品
化
が
あ
ま
り
急
激
で
あ
っ
た
の
で

、

ク
イ
は
米
作
モ
ノ

喚
起

し

て
、

①
 で

は
、
国
内
の
儒
要
も
少
い
の
で

、

． 

み
ず
か
ら
川
底
産
物
年
咆
袈
を
国
内

に
喚
起

し
て

、
農
染
を
発
展
さ
せ
る
力
も
な
い

し

、
国
外
に
盃
要
を

こ
れ

を
国
外
に
販
売
す
る
ほ
ど
の
経
済
力
も
な

い
。

十
九

世

紀
秘
半
の
ヨ
ー
ロ
ツ

バ

を
中
心

と

し
た
粁
栖
体
制
の
も
と
侭

も
つ
ば

ら

商
品
化
に
よ
る
米
の
単
作

へ
と
発
股

し
て

行
っ
た
が

、
米

ク

イ
の
よ
う

に

人
口
も
少

く
、
耗
洛
発
展
の
低
い
段
階
に
あ
る
国

タ

イ
が
経
験
し
た
製
渫
発
展
の
他
律
性

● • 
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(‘ 

・(iv) Uii) , (Ii) ． 必
ず

海

外

の

需

要

忙

よ

り

、

8
.
 P
a
 th
o
n
 th
a
n
i
 

ヽ

き

く
平
原
で
あ
り

、

、
J
4
 
ー
を

見
て
も
わ
か
る
よ
う
匹

じ（
 
倍
の
び

て

い
る
の
匠

、
米
什
而
柏
は
四
倍
に
増
え

、

な
燐
染
を
い
ぜ
ん
と
し
て
行
っ
て
い
る
と
い
つ
て
よ
い
。

長
さ
れ
る
こ
と
忙
よ
っ
て

、

り
輸
出
さ
れ
る
よ
う

re
な
っ
て
い
る

．

約

二
十
世
紀
後
半

各
地
域
と
も
米
作
面
秘
の
伸
び
よ
り
も
人
口
の
件
び
の
方
が
＇
一

こ
と
匠
中
央
部
メ
ナ
ム
平
原
で
は
米
作
面
栢
の
の
ひ
は
ほ

と
ん
ど
な
く

、
第
二
表
西
で
も
わ
か
る
よ
う
に
メ
ナ
ム
平
掠
の
米

作
地
の
中
心
で
あ
る
。

A
y
U
"t
h
a
y
a
,
 

• • N
a
k
o
n
p
a
t
h
o
n
,
 

1
 
0
.
 A
n
 th
o
n
g
,
 

1

1. 
S
 i

ng
b
u
ri
 

米

作

化

し

つ

く

さ
れ
た

と

見

て
よ
い
ほ

ど
米
作
面
秘
の
割
合

が
高

く

な
っ
て
い
る
。

米

作

が

こ

の

よ

う

に

伸

び

た

の

は

、
米
さ
え
作
っ
て
お
れ
ば

、

で
は
米
作
と
な
り
う
る
土
地
は
ほ
と
ん
ど
全
部

．＜ 

賀

つ
て
も
ら
え
る
と
い
う
他
律
的
な

6•Non

t
hab

in· 

一
八
万
ト
ン
が
東
北
地
方
よ
り

、
約
八
万
ト
ン
が
北
部
地
方
よ

人
あ
た
り
の
裁
培
面
柏
が
加
え
て
い
る
。

ゞ
一
九

三
五
年
匠
は
総
醤

梱
外
盆
要
の
刺
放
を
う
け

、
米

か

楡

出

さ

れ

る

よ

う

に

な

り

、（

ゅ

）

中
央
平
原
以
外
の
地
域
匠
お
い

て
も

二
十
世
紀
の
前
半
陀
は
鉄
逍
が
中
央
平
似
以
外
の
地
坂
忙
も
廷

二
十
世
紀
の
前
半

．．
 
は
人
口
の
伸
び
と

、
米

作

面

柏

の

の

び

が

ほ

ぼ

等
し
く

、

，
外
忙
販
売
す
る
体
制
を
と
と
の
え

て
い

っ
た
。

自

給

的

そ
の
他
の
地
域
で

余
剌
米
を
洵

中
央
線
は
と
の
間
人
口
が

こ
れ
ら
の
地
域
が
開
拓
さ
れ
て
い
っ
た
。

ヽ

-上—·
/‘ 

第

一

表

大

し
て
行
っ
た

の
は
輸
出

匹
便
利
な
．
ハ
ン
コ
ッ

、ク
忙
近
い
メ
ナ
ム

. --1 2 -



③
 

②
 

氾
ら
ん
面
積
以
外
で

、

で
は

、
特
殊
な

、

行
わ
れ
な
い
。

④
 

澁
文
を
行
う
ば
あ
い
は
畑
作

巨
大
な
か
ん
が
い
施
設
が
な
い
か
ぎ
り

、
米

作

は

こ

の
氾
ら

ん
面
秋
以
外
の
メ

ナ
ム

平
保

て
い
る
。

を
も
含
め
て
約
二
八

、

（
第
一
図
）

,m
、

0
0
0
k

約
一

、
貪
一
区
の
白
い
部
分
）

二
等
辺
三
角
形
で

、
北
方
の
P
h
i

c
h,1
豆
周
辺

七

0
0
万
ラ
イ
と
な
っ

こ
の
氾
ら
ん

面
校
は
底

辺
約
二

0
0
k
m
、
i
晶
さ
約
二
五

0
こ
、

（
約
三
9

、
0
0
0

ビ

た
し
う
る
の
は

、

る
。
米
作
の
中
心
で
あ
る
メ
ナ
ム
平
原
で
は
降
雨
泥
鉛
が
年
間
八

0
0

の
勘
間
乎
原
に
氾
ら

ん
す
る
こ
と
妬
よ
る
。

る
の
は

、
雨
期
の
雨
が

、

の

と
く
に
北

部
山
地
侭
お
け
る
降
雨
ガ
―

パ疋

し
か

る
に
タ
イ
の
メ
ナ
ム
平
加
で
稲
作
が
広
庇
囲
忙
普
及

し
て
い

g
に
す

ぎ
な
い
所
が
あ
る
。

わ
ず
か
忙

マ
レ
ー

半
烏
の
一
部
だ
け
に
か
ぎ
ら
れ

ク
イ

で
は
天
然
の
降
雨
祉
に
関
す
る
か
ぎ
り

、
米
作
の
条
件
を
み

る゚
雨
戯
の
八
十
グ
”
l
九
十
茄
が
集
中
し

、

一
年
は

乾
期
と
雨
期
に
分
れ

、

虔
業
は
雨
期
に
だ
け
行
わ
れ

百
月
か
ら
十

月

ま
で
の
雨
期
に
年
間

気
油
は
年
中
七
寂
莱
を
行
う
匠
充
分
で
あ
る
が

、

か
ん
が
い
が
行
わ
れ
な
い
ば
あ
い

、

ク
イ
腹
業
を
規
定
す

る
自
然
条
件

添
発
拡
忙

稲
作
の
た
め
に
は

、
稲
の
生
脊
期
間
で
あ
る
六
月
以
降
の
五
ヵ
月
間

八

0
0
ij
以
上
の
降
雨
が
必
要
で
あ
る
。

に
達

し
な

い
時
は

、

対
し
て
稲
作
の
た
め
忙
必
要
な
水
は
不
足
す
る
。

夜
た
タ
イ
で
は

、

Vて

ヽ

降
雨
が

こ

の
水
単

①

熱
帯

ア
ジ
ア
忙
お
い
て
は
蒸
発
祉
が
大
き

い
の
で

、

m
 期
待
が
あ

っ
た
か
ら
で

あ
る

。

． 

原
則
と
し
て

、

● • 
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第 1 表 クイの米作の変勅

． 中 央 部 その他の地域

1人あたり 1人あたり
米作面積人 口 米作面租人 口

面積 面積
• 一

1 8 5 0年

1 9 i 0~1 4年

1 9 5. 0~5 4年

1 9 6 0年

1. 8 

7: 2 

1 6. 9 

1 7. 0 

2.0 

3.3 

7. 0 

1 1. 0 

9

2

4

6

 

．

．

．

 

C3

,2

2

1

 

2.4 

4.3 

1 8. 8 

2 4. 3 

3. 0 

5.0 

1 0.3 

1 5.3 

8

8

8

.

6

 

．

．

．
 

0

0

1

1

 

し
か
あ
り
え
な
い
。

• • 
注 ： 1. 1850年ごろの推定では、中央平原でも 、その他の地域でも、 1人あたり

0. 8ライの面栢を作り、 自給経済をしていた。

2. 1 9世紀後半では中央平原では 2.2となり 、‘相当の余剰米が生産されてき
たことを推定させる。

3. 2 0世紀後半になると、東北、北部へも交通楼肉が発辰し、米の商品化が
行われるようになつてきている。

4. 2 0世紀後半になると、いずれの地域も 1人あたり の米作面積は激少 して
いる。

- 1 4-



． 

．． 

第
2 
表

最
近
の
ク
イ
米
作
率
の
変
化

1
 9
 4
 9
 

I
中
央
部

a
 
メ
ナ
ム
デ
ル
ク

1.
 
B
a
ng
k
o
k
 

2. 
T
h
o
n
b
u
r
i
 

3.
 
S
a
m
u
't 
P
r
a
k
a
n
 

4. 5
A

i7~
&

Q~
 

8
a
m
u
 t
 S
a
k
o
n
 

s
a
m
u
t
 S
o
n
g
k
r
a
n
 

N
o
n
t
h
a
b
u
r
i
 

N
a
i{
O
n
 F
a
t
h
o
m
 

P
r
a
t
h
u
m
t
h
a
n
i
 

A
y
u
t
h
ay
a
 

A
ng
t
h
o
n
g
 

S
i
n
g
b
u
r
i
 

L
o
p
p
u
r
i
 

C
h
a
i
n
e
r
t
 

S
up
a
n
b
u
r
i
 

1
5
.
 
U
t
h
a
i
 th
a
i
n
 

b
 
メ
ナ
ム
土
辺

バ
サ
ッ
ク

バ
レ
パ
コ
ン

e
東
南
部

f
西
部
山
地

U
北
部

i
l
l
東
北
部

lV
南
部

1
 0. 

11. 

1
 2. 

1
 3.
 

14. 

cd 

2397195165915201432233626 

．．． 

404158?40?854128108?65516 

149653768866133111 

9
 6
 2
 

1
 6. 
8
 

4
 0. 
8
 

6
 8. 
3
 

3
 7. 
7
 

5
 8. 
0
 

3
 7. 
2
 

6. 
4
 

6
 7. 
2
 

6
 0. 
1
 

8
 2. 
2
 

8
 5.
 5
 

7
 3. 
7
 

7
 5. 
9
 

1
 6. 
5
 

4
 3. 
5
 

4
 6. 
5
 

1
 0.
 6
 

1
 6. 
5
 

1
 2. 
6
 

2
 1. 
7
 

6. 
3
 

4. 
6
 

4
.
 6
 

1
 7. 
1
 

7. 
6
 

1
9
6
2
の
と
う
も
ろ
こ
し

面
禎
の
米
作
面
紋
率

1
 1. 
1
 

7. 
D
 

9
 0. 
8
 
ーSL.I.

66956909 

?1005020 

16 

全
国
計

1
 0. 
3
 
1
 3. 
1
 

6. 
7
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参考表 クイの米生産性の動き
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● • 20 25 30 35 40 45 50 55 

Rは 19 2 0~1 9 2 6 

gは 19 2 6~1 9 4 2 

Cは 1 9 4 7~1 9 5 5 

4.954-0006t (1920=toとする ）

） 4.6404-0.053 (1942=to 

ふ50 5 3 + 0. O O 2 t (1 9 4 7 = to 
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翼
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第

1 9 5 5以降の米栽培面秋

（ 単位 ： 百 万ラ イ

栽培面積 収稜面積

1955/56 36.1 33.6 

5 6/5 7 3 7.7 3 6. 1 

5 7 /5 8 3 1. 7 2 6.8 

58/59 35.9 32.3 

59/60 3Z9 32.9 

6 0/ 6 1 3 Z O 3 5.3 

61/62 38.6 35.3 

62/63 41.9 38.7 
63/64 41.3 39.7 

6 4/ 6 5 4 0. 9 . 3 7. 3 

65/66 40.5 37.0 

6 6/6 7 4 5.7 42.9 

6 7/68 40.1 35.0 

ノヽ

え

る

ほ

ど

培

加

し

て

お

ら

ず

、

い
る
）

．
o

そ

れ

以

後

は

中

央

部

に

お

い

て

は

米

栽

培

面

杭

は

目

に

見

る

タ

イ

中

央

部

で

ヽ

さ

れ

、

あ

る

今

後

と

も

大

き

な

埒

加

は

見

ら

れ

な

新

し

い

ク

イ

槌

業

と

し

て

の

畑

作

と

今

校

の

ク

イ

股

業

の

発

展

米

作

フ

ロ

ン

テ

イ

ー

ア

の

消

激

紀

に

わ

た

り

、

原

の

米

商

品

化

が

進

み

、

米

の

輸

出

を

唯

一

の

舒

済

的

支

柱

と

し

て

（

メ

ナ

ム

平

原

の

氾

ら

ん

面

栢

は

、
一

九

五

0
年

代

の

中

ご

ろ

侭

は

、

い

だ

ろ

う

．

い

つ

て

み

れ

ば

、

米

作

の

た

め

の

フ

の

で

あ

る

。

八

0
0
万

ラ

イ

の

米

の

裁

培

面

積

と

な

っ

て

ま

た

、

全

国

的

に

も

そ

れ

ほ

ど

珀

え

て

い

な

い

．

原

も

一

九

五

0
年

代

の

中

ど

ら

忙

は

米

が

裁

培

し

尽

さ

れ

た

よ

う

で

経

済

発

展

を

と

げ

て

い

っ

た

。

ヽ

①
 ． 

ロ

ン

テ

イ

ー

ア

が

消

減

し

た

ヽ

し

か

し

、

米

の

外

部

盆

要

に

支

え

ら

れ

て

、

I
新

し

い

ク

イ

虔

業

と

し

て

の

畑

件

の

発

股

注 ： 妓近の タイ の米作面栢の拡大の停滞

かよくわかる 0 • 

メ

ナ

ム

平

原

を

中

心

と

す

他

律

的

に

中

央

平

七

0
0
万

ラ

イ

と

推

定

さ

し

も

に

広

い

メ

ナ

ム

平

ク

イ

J

業

は

一

．
八

五

0
年

代

の

バ

ン

コ

ッ

ク

の

院

港

以

来

、

● • 

資料 ：Rice Dep -c, 

Agricu.i-cure. 

Ministry of 
一
世

-1 9-



◎) ． か

な

か

っ

た

の

が

、

ら

れ

て

、

こ

し

の

外

部

紺

要

今

や

• • 

一

七

0
万

ト

ン

に

ま

で

成

長

し

て

い

る

し

戦

後

ク

イ

の

人

口

は

年

率

0
、

九

％

で

増

加

し

て

き

た

か

、

ム

平

原

の

米

作

フ

ロ

ン

テ

イ

ー

ア

が

消

波

し

た

戦

後

に

な

る

と

、

率

三

、

と

そ

の

前

の

人

ロ

セ

ン

サ

ス

（

一

九

四

七

）

か

に

米

作

地

帯

の

人

口

の

伸

び

か

低

く

、

米

作

地

荀

の

周

辺

部

一

図

の

白

．
い

部

分

）

に

お

い

て

人

口

増

加

が

多

い

。

人

口

増

加

は

メ

ナ

ム

平

原

を

底

に

し

て

ナ

ベ

底

刷

忙

周

辺

が

も

り

上

つ

て

い

る

。

畑

作

の

他

律

性

と

う

も

ろ

こ

し

は

、

（

日

本

が

飼

料

と

し

て

貼

入

し

た

た

め

）

-

、

九

五

0
年

代

の

中

ご

ろ

で

は

三

l
四

万

ト

ン

の

生

産

し

に
支
え

た

か

も

十

九

世

紀

後

半

の

米

の

ば

あ

い

と

同

じ

ょ

う

に

、

と

う

も

る

ク

イ

で

は

ほ

と

ん

ど

消

伐

さ

れ

な

い

が

、

そ

し

て

、

あ

も

ろ

こ

し

が

商

品

作

物

と

し

て

栽

培

さ

れ

は

じ

め

た

。

こ

の

労

鋤

力

に

よ

っ

て

畑

作

が

行

わ

れ

は

じ

め

、

と

う

（

第

三

表

）

（

第

の

期

間

を

見

る

と

、

明

一

佑

で

斯

加

し

た

。

奴

近

の

人

ロ

セ

ン

サ

ス

(

-

九

六

0

)

一

九

五

0
年

代

中

こ

る

以

降

の

こ

と

で

あ

る

。

メ

ナ

大

き

く

育

っ

た

の

は

米

作

フ

ロ

ン

テ

イ

ー

ア

が

消

減

し

て

以

後

の

畑

作

は

、

も

ち

ろ

ん

の

移

動

が

行

わ

れ

、

畑

作

が

お

こ

っ

た

。

年

一

九

五

0
年

代

以

前

匠

も

ク

イ

侭

あ

っ

た

が

、

②

戟

後

の

人

口

の

急

培

花

よ

り

，

、

米

作

地

帯

よ

り

畑

作

地

帯

に

人

口

-2 0-
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第
5 
表

1
 9
 4
 7年
と
1
9
 6
 0
年
の
人
ロ
セ
ン
サ
ス
の

人
口
増
加
率
と
1
9
 6
 3
年
の
邊
家
人
口
率

人
口
加
加
率

(
1
9
4
7
=
1
0
0
)
 

l-

a 

中
央
部

B
a
n
g
k
o
k
 
T
h
o
n
p
u
r
i
を
除
く

メ
ナ
ム
デ
ル
タ

B
a
n
g
k
o
k
 T
h
o
n
b
r
i
s
を
除
く

B
a
ng
k
o
k
 

T
h
o
n
b
u
r
i
 

N
u
n
t
h
a
b
u
r
i
 

12
6
,~

 

A
y
u
t
h
uy
a
 

1
0
.
 
A
n
g
 th
o
n
g
 

1
1. 
S
i
n
g
b
u
r
i
 

1
2
.
 
L
o
p
b
u
r
i
 

b
 
メ
ナ
ム
土
辺

1
6.
 
N
a
K
o
n
 
S
a
w
a
n
 

P
h
i
c
h
i
t
 

P
h
i
t
h
a
n
1
o
k
e
 

パ
サ
ッ
ク

2
2
.
 
S
a
r
a
 b
u
r
 i
 

2
3
.
 
P
h
e
t
c
h
a
b
o
o
n
 

ベ
ン
ベ
コ
ン

e
.東
南
部

f
西
部

II
北

部

皿
康
北
部

iV
南
部

全
国

B
a
n
g
k
o
k
 

1
7.
 

1
9. 

c d 米
は
米
単
作

米米米〇◎◎000

T
h
r
n
k
u
r
i
を
除
く

0
は
畑
作

5139736813611 

555-3794233677 

1111111111111 

晟
家
人
口
率

(
~

)
 

6
 0
 

7
 1
 

4
 4
 

6
 3
 

1
 1
 

2
 3
 

6
 1
 

5
 4
 

7
 4
 

7
 6
 

7
 1
 

8
 2
 

8
 0
 

8
 0
 

8
 6
 

7
 0
 

6
 7
 

7
 9
 

7
 3
 

6
 8
 

7
 1
 

7
 6
 

8
 8
 

7
 9
 

7
 5
 

8
 0
 

4497698

-
06一51ー一8

67を475-654_4554

111111-1.11i1-11一ー

ー↑Z1

◎
は
米
作
お
よ
び
畑
作

米
単
作
地
骨
の
人
口
増
加
率
は
全
国
平
均
よ
り
1L
＼
い
゜



第 4
 
表

li 

旦 53年～ 1 96 5年間 の
．土地利用の変化

① ． 二、

• • 

0
0
0
万

ラ

イ

増

加

し

、

畑

作

は

約

六

0
0
万

ラ

イ

増

加

し

て

、

こ

の

聞

の

人

口

増

加

を

甚

礎

に

予

剃

し

て

み

る

と

、

勅

作

面

松

は

一

九

六

三

年

よ

り

十

年

後

の

グ

イ

改

業

の

変

化

の

予

想

T
r
e
e
 

（

第

五

表

及

び

弟

六

表

）

C
r
o
_p
s
が

五

0
0
万

ラ

イ

で

あ

り

、

加

し

て

い

る

。

心

菜

労

力

は

三

一

七

万

瑠

分

の

う

ち

米

作

地

は

三

0

0
万

ラ

イ

、

畑

作

地

が

五

0
0
万

ラ

イ

、

三

0
0
万

ラ

イ

垢

加

し

た

が

、

そ

の

増

加

っ

た

一

九

五

三

年

と

、

の

十

年

間

妬

、

耕

地

は

一

、

一

九

六

三

年

の

そ

れ

を

比

較

し

て

見

る

と

、

こ

の

よ

う

vc変
化

し

た

か

。

ク

イ

の

土

地

利

用

が

は

じ

め

て

明

ら

か

花

な

ク

イ

が

畑

作

転

侠

を

は

じ

め

た

一

九

五

0
年

代

以

降

ク

イ

ト

ご

采

は

ど

最

近

の

ク

イ

設

業

〇

変

化

第

四

今

後

の

ク

イ

淡

菜

の

予

測

全国盛用地面積

耕作

米作

作

ー

2

5

 

a 

b 畑

O) 

a

b

 

②

⑤

 

c
 

Food 

そのうちメーズ

Oil 

Fiber Crops 

①＋②＋Q) 

Tree Crops 

戯用淋地

そ 01也

牧封

その他

地

地

地

Crops 

Seed Crops 

1 9 5立 19 6 3 
（千ライ） （千ライ）

61,382 

49,498 

38,594 

5,165 

1,221 

331 

1,572 

282 

3,075 

5,759 

5,365 

6,519 

722 

3,480 

70,495 

62,303 

41,277 

10,236 

5,049 

2,612 

2,612 

1,786 

8,924 

10,792 

4,224 

3,968 

-2 2-



て
い

る
。

い
ぜ
ん

、
米
件
面
釈
は
停
滞

し

、
畑
作
面
私
が
思
っ
た
よ
り
伸
長

し

と
な
っ

て
お
り

、

T
r
e
e
 
C
r
o
p
 

畑
作
地

米
作
地
は

で
あ
り

、

百
万
ラ
イ
の
う
ち

、

②

敲

近

一
七

、

五
一

、

二
和
三
茄
四
岱

の
数
字
択
よ
る
と

、

誌
用

地
は
二
囮
、

そ
の

う
ち

、

（
一
九
六
八
）

三
、

1
0
、

―

―

-

i

、

四

0
、

五
百
万
ラ

イ

四
百
万
ラ
イ

六

百
万
乏
イ

五
汐
の
七
／

‘

ク
イ

の
全
面
栢
三
ニ
―

七
百
万
ラ
イ

な
る
。

し

、
ど

0

よ
う
な
外
部
か
ら
の
刺
激
を
与
え
る
か
か
今
後
の
妥
点

と

そ
し
て

、

こ

の
加
加

す

る
畑
作
面
積
に

ど

の
よ

う
な
作
物
を
栽
培

約

一
、

よ
び
第
二
図
）

六

0
0
万
ラ

イ
と
な
る
も

の
と
予
想
さ
れ
る

。

． 

（
第
六
表
お

● • 

-25....:.. 



第
u) 
表

タ
イ
の
人
口
と
労
働
お
よ
び
戌
業
従
事

労
拗
力
の
関
係

1
 9
 4
 7
 

人
口
力
ン
サ
ス

の
年

（
万
人
）

ー
・
 

推
定
人
口

?i ふ

推
定
労
働
人
口

(
1
X
5
2&j;
)
 

推
定
裟
茨
従
事

労
働
力

(
2
X
8
2
筏
）

9
 3
 2
 

7
 6
 4
 

1
 9
 5
 3
 

土
也
禾
岬

が
始
め
て

明
か
に
な

っ
た
年

（
万
人
）

1
7
9
3
 
2
1
4
5
 

1
」

1
 1
 1
 5
 

9
 1
 3
 

①
 

1
 9
 6
 0
 

人
ロ
セ
ン
サ
ス

の
年

（
万
人
）

1
 9
 6
 3
 

土
地
禾
囲

を
和
用
し

う
る
最
近

年（
万
人
）

2
6
4
0
 
2
8
8
4
 

2
」

1
 3
 7
 3
 

1
 1
 2
 6
 

1
 5
 0
 0
 

1
 2
 3
 0
 

⑤
 

1
 9
 7
 3
 

（
万
人
）

3
9
8
0
 

2
 0
 7
 0
 

1
 7
 1
.3 

ら）⑤
 

1
 5
 7
 3
 

3
」

ー

:Z1

① 
1
 9
 5
 3
年
か
ら
1
9
 6
 3
年
ま
で
の
1
0
年
間

に
増
加
し
た
誌
英
従
事
者
人
口
の
人
数

⑥
―
④
 

1,
2
3
諏

—
9
1
3
万
＝

3
1
T)j 

② 
1
 9
 6
 3
年
か
ら
1
9
 7
 3
年
ま
で
の
1
D
年
間

忙
予
想
さ
れ
る
心
染
従
単
者
人
口
の
増
加

(
0
o
r
(i)
ー
包）
1，7
1
3万
o
r
1,573万

—
1,23
防

=
 4
8
5,;ガ
o
r
3
4
3万

注
：
1
」、

3
」

2
」
は
人
ロ
セ
ン
サ
ス
の
数
字

は
哀
業
従
事
者
の
労
働
力
を
労
働
力
人
口
の
7
6
 %
と
し
た

数
字

．
 
．
 



． 
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第
6
表
1
 9
 7
 3
年
に
投
入
を
予
想
さ
れ
る
土
地

1. 
今
後
新
た
vc
投
入
を
予
想
さ
れ
る
耕
作
地

1,2 7
叩
ィ
x
4
8
3万3
1号
3
4
坊
1, 
9
 3萄
ィ
o
r
1,37
痴
ィ

1, 
4
0
⑮
ィ
～
2,00
切
ラ
イ

◇
 

2. 
タ
イ
政
府
の
経
済
計
画
に
も
ら
れ
た
S
t
a
t
e
m
e
n
t

①
 
米
は
、
5,00
訪
ラ
イ
と
な
る
(
1
9
 6
 3年
は
4,
1
 3明
ラ
イ
）
こ
と
は
容
易

で
あ
る
0
0

②
 
T
r
e
e
 
C
r
o
p
に
つ
い
て
は
、
ゴ
ム
は
1
0
年
後
忙
植
付
が
完
了
し
て
5
0
訪

ラ
イ
°
果
樹
園
は
1,50
0
)
テ
ラ
イ
と
な
る。

包）
米
以
外
の
作
物
は
、
2
,50 OJテラ
1
と
な
る
3゜

◇
 

3
.
 
1
 9
 7
 3
の
土
地
利
用
推
定

Q
)
 
1
 9
 5
 3
~
1
 9
 6
 3
の
間
の
土
地
利
用
の
変
化

耕
作
面
栢
の
加
加
は
米
。
畑
作
物
、
T
r
e
e
C
r
o
p
s
の
割
合
は
3
:
 5
 :
 5
で

あ
る
。

②
 
G
)
の
割
合
で
Af
「
た
匠
投
入
さ
れ
る
耕
地
が
配
分
さ
れ
た
ば
あ
い
の
土
地
区
分

|sz
ー

l
 
i)
 耕
作
地
4
1.3+
1
4
 
o
r
 2
0X合
＝
4
4
.4
o
r
 
45.9 

(Ii)
 畑
作
地
10.2+1 4

 o
r
 
2
D
x合
＝
1
0.2+
5
.
4
 
o
r
 
7. 
7
 

=
 1
 5,6
 o
r
 
1
 7. 9
 

(iii) 
T
r
e
e
 
C
r
o
p
s
 
1
0
糾
1
4
 0
 r
 2
0
X合＝
1
0
．
糾
5.4
o
r
 
7.7 

16.2 
o
r
 
18.5 

t
 
ii)
心
と
う
も
る
こ
し
は
2
紅
万
ラ
イ
→
5
3
訪
ラ
イ
o
r
6
5
防
ラ
イ
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［
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第
五

II ⑤
 こ

し

↓
豆
類
と
交
五
作
し

た
い
希
望
を
も
つ

て
い
る
が

、
豆
類
の
輸

る
力
が
な
い
の
で

、

穀
物
取
扱
い
染
者
の
貨
耕
侭
よ
っ
て
い
る
。

l
五
O
H
P
の

畑
作
地
帝
で
は
耕
域
は

ト

ラ
ク
ク

ー
陀
た
よ
っ

て
い
る
。

＇包）
新
を
期
待

し
て
い

る
。

,
1
 ら
で
あ
る
。

①
 

t
y
p
e
 

国
と
な
り

う
る
日
本
の
地
位
は
大
き
い
こ
と
C

他
の
作
物
と
同
程
度

、

か
つ
固
際
価
格
で
輸
出
さ
れ
う
る
も
の
を
見
つ
け
る
こ

（
こ
の
条
件
に
該
当

し

な
い
か
き
り
永
続
性
が
な
い
）
。

な
い
し
そ
れ
以
上
の
半
目
生
産
額
を
改
民

ク
イ
は
民
の
欲
す
る
も
の

俊
良
柱
子
を
欲
し
て
い
る

た
と
え
ば
と
う
も
る
こ

し

に
つ
い
て
ガ
テ
マ
ラ
社
の
埠
入
匠
よ
り

ク
イ

、べ
民
は
優
良
柚
子
の
肱
力
を
認
試
し

、

政
府
の
採
種
事
業
は

一
〇
茄

に
み
た
な
い
か

ト
ラ
ク
タ

ー
を
欲

し
て

い
る
’

W
h
e
e
l
 

大
豆
を
含
む
豆
類
の
防
出
を
希
紀

し

て
い
る
。

と
う
も
る
こ
し
の
連
作
は
土
地
を
荒
廃
さ

せ

る
の
で

、

が
所
得
と

し
て

上
げ
ぅ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

④
 と

ヽ

ま
と
ま
り

③

輸

出

港

に

お

い

て
、

② ① 
六

0
0
万
ラ

イ
の
外
に

、
輪
出
可
能
な
畑
作
を
考
え
る
こ
と
。

二
、

0
0
0
万
ラ

イ
近

い
畑
竹
面
栢
の

う
ち

、

ク
イ
点
業
の
苦
物
で
あ
る
畑
作
物
侭
た
い

し

て
、
他

律

的

侭

紐

要

タ
イ
ば
染
の
将
来
の
発
展
は
畑
作
で
あ
る
こ
と
。

考
え
方
の
原
則

． 

と
う
も
ろ

の
も

e
で
あ
る
が

、
自
分
で
購
入
す

俊
，
艮
料
子
の
糾
持
と
更

近
代
的
脱
品
輸
出
の
単
位

と
し
て

、

ク
イ
該
産
物
即
発
輸
入
と
扮
力
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ

大
煽
忙

と
う
も
ろ
こ

し

の
約

そ
し

て
近
い
将
来
、

● • 
三
五

HP
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第
六

．
．
 

び
畑
作
物
を
利
用
し
た
産
物
侭
最
大
の
注
目
を
払
う
こ
と
が
必
要
で
あ
る
し

る
の
は
わ
が
国
経
済
の
み
で
あ
り

、

そ
し
て
今
後
ク
イ

は
菜
匠

他

律

的

刺

檄

を
与
え
う
る
可
能
性
か
わ

ク
イ
＇
｛
菜
は
他
律
的
匠
刺
激
さ
れ
て
い
る
。

つ
い
て
も

• • 
こ
の
認
識
の
も
と
に
畑
作
お
よ

（
と
う
も
ろ
こ
し
の
発
展
に
朱
し
た
わ
が
国
の
喘
入
努
力
）

世
紀
後
半
か
ら
二

0
世
紀
前
半
忙
か
け
て
）

畑
作
と
う
も
ろ
こ
し
に

し
か
も
ク
イ
の

歴
史
が
示
す
よ
う
に

、
米
作
忙
つ
い
て
も

よ
う
花

、
増

加

す

る

人

口

の

収

容

は

畑

作

妬

あ

り

、

ク
イ
，
戌
菜
は
畑

②

し

か

も

ク

イ

が

急

速

に

工

業

化

し

、

年

率

三

、

―
―
初
で
培
加
す
る

の
貿
炭
パ
ラ
ン
ス
は
改
善
の
兄
込
み
は
な
い
だ
ろ
う
。

か
ら
の
輸
入
は
増
加
す
る
見
込
み
は
ほ
と
ん
ど
な
く

、

日
。
ク
イ
B
J

状
況
が
推
移
す
る
な
ら
ば

、

タ
イ

ヘ
の
輸
出
は
培
加
す
る
が

、

う
に
日
本
か
ら
部
品
か
継
続
的
に
送
ら
れ
ね
は
な
ら
な
い
。

ク
イ
側
の
出
ふ
旧
に
つ
い
て

運
営
さ
れ

て
い
く
た
め
に
は

、

人
口
を
吸
収
す
る
こ
と
が
不
可
能
で
あ
る
な
ら
ば

、
前
紅
で
述
ぺ
た

作
に
向
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

た
と
え
は
ク
イ
の
自
助
車
工
業
の
よ

①

す

で

に

ク

イ

収

は

多
く
の
日
ク
イ
合
弁
半
菜
か
進
出

し
、

l

-

考
え
方
に
つ
い
て

後
篇

捉
案

ク
イ

＇，
ご
菜
発
脈
の
カ
ギ
と
な
る
。

（
十
九

ク
イ

現
在
の

こ
れ
が

ク
イ
の
経
済
お
よ
び
は
業
に
対
す
る
協
力

vc
つ
い
て
の
具
体
的
な

要
を
つ
け
る
こ
と
が
今
後
も
っ
と
も
大
き
な
問
赳
で
あ
る
と
と
も
忙

出
が
ぎ
か
な
い
の
で

、
困
つ

て
い
る
。

大
豆
を
含
む
豆
類
の
海
外
術

-2 8-



① 

（
大
豆
事
怜
に
肉
す
る
素
描
は
別
紙

豆
仮
泊
目
す
る
こ
と
も
興
味
が
あ
る
。

ま
た

、

一
般
の
黄
大
豆
よ
り
一
割
な
い
し

•

五
割
安
い
黒
大

て
い
た
か

、

在
も

、
そ
し
て
恐
ら
く
今
後
も
不
足
し

、
不
足
姐
が
培
加
す
る
と
思

③

さ

し

あ
た
っ
て
の
具
体
的
な
日
本
の
輸
入
可
能
品
に
つ
い
て

、
現

と
な
る
。

よ
う
に
国
際
的
に
賑
争
力
の
あ
る
作
物
の
創
出
努
力
と
即
発
が
カ
キ

②

し
た
が
つ
て
ク

イ
化
生
産
さ
れ
つ
る
畑
作
物
で
と
う
も
ろ
こ
し
の

で
輸
入
農
産
物
の
埒
加
傾
向
は
つ
よ
い
。

〔

ID
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N
P
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vc/t 
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嗅

FN
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江
容
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r
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£
1
累
芝
I
f
ー
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7
9

竿

1.4
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g
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畠
蹴
諄
茜
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〔
肛
喜
0
喘
在
葱
1
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芯
ご
N

)

ユ
営
三
t
・
沖
5

L
、A
3
詈
5
芯二

0
芸
写
）
J
善
＝
〕

わ
れ
る
も
の
は
蛋
白
資
源
で
あ
る
。

含
盈
白
植
物

、
た
と
え
ば
従
来
大
豆
は
泊
料
子
実
と
考
え
ら
れ

む
し
ろ
蛋
白
虹
源
と
考
え
て

、
含
油
率
の
向
上
よ
り

も
、
多
収
後
品
柾
を
創
出
ー
八
：
ク

イ
の
大
豆
の
収
械
は
ア
メ
リ
カ

の
約
半
分
で
あ
る
V

l
す
る
こ
と
に
よ
り
国
際
抵
争
力
を
つ
け
る

こ
と
も
一
方
法
で
あ
る
。

「
大
豆
に
つ
い
て
」
参
照
）

芯
o
g

M
 
a
g
r
(
~咄
落
需
））
1
1ー
1
.
5
0
2
+
1.

0
8
5_
.
e
o
g

Y
 

最
近
の
傾
向
は

、

(
G
N
P
)
 

（
畑
作
物
お
よ
び
そ
の
利
用
産
出
物
）

の
輸
入
は
増
加
す
る
で

の
大
部
分
を
対
米
依
存
し
て
い
る
と
と
も
忙

、

お
そ
ら
く
今
後
も
農

① 
あ
ろ
う
。

産
物 お

そ
ら

く

日
本
は
世
界
最
大
の
畑
作
物
の
輸
入
固
で
あ
る
が

、

II
日
本
側
の
出
情
忙
つ
い

て

． 

● • 

そ
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最
近
自
由
化
さ
れ
た
プ
ロ

イ
ラ

ー
産
菜
を
ク
イ
尻
つ
い
て
ど

う
考

を
増

し
て

、

展

vc
も
寄
与
す
る

こ
と

を
も
考
え
る
ぺ
き
で

、

日
本
の
国
益

と
マ

ッ
チ
さ
せ
な
が

ら

ク
イ
の
紅
済
発

こ
の
点
匠
つ
い

て

タ
イ
匠
お
け
る
畑
作
物
を
ク

イ
の
畜
涯
匠
利
用

し
、
付
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一
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ぺ
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し

た
が
つ

て
そ
れ
だ
け
蓋
白
含
醤

③

品

廂

は

き

わ

め

て

小

粒

で

、
油
含
祉
は
ア
メ
リ
カ

。
大
豆
陀
比
較
し

て

る。

平
均
一
五

0
k
g
と
推
定
さ
れ
る
。

仙
格
は

、
B
a
n
g
k
o
k

の
卸
売
価
格
で

2
1
0
1

T
e
s

|
 

②

生

産

性

は

ラ

イ

あ

た

り

年

陀

よ

り

我

る

が

、

2
 i
o
＼
会
g

で
あ

記
録
が
あ
る
の
で

、

一
四

0
甥
ー

＿
九
〇
唸
の

る
。
お

よ

び

S
 U
k
Q
t
h
a
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9

の
畑
作
地
弗
で
約
二
万
五
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ト
ン

生

産

さ
れ
て
い

c
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ng
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附
近
で
約
一
万
ト
ン
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⑦

生
産

は
目
下
年
に
よ
つ
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る
が

、

中
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原
ピ
o
p
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r
i
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r
a
b
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三
五
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屎
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あ

り
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北
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ヽ
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太
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立

八

別

紙

1>
 
貪

紙

二

「
畑
作
物
利
用
畜
産
忙

つ
い
て
」

大
豆
匠
つ
い

て

の
項
参
照
）

こ
と
忙
も
抗
味
が

も

て
る
。

て
、
水
牛
肉
の
利
用
を
も
あ
わ
せ

て
ク
イ

の
挫
豚
を
考

え
て
い
く

え
る
か

、

●
 

贔

ま
た
近
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由
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れ
る
ソ
ー
セ
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ジ
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つ
い
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3
7
,
F
]
 

ー
飼
料

、

四
、
船
近

バ
ン
コ
ッ
ク
よ
り
と
り
ょ
せ
た
タ
イ
国
産
大
豆

を

、
農
産
関
係
研
究

所
陀
依
頼

し
て

品
歿
分
析
を
行

っ
た
結
果
は

、
別
添
の
通
り
で
あ
っ

て、

っ
た
よ
り
粗
脂
肋
が
多
か
っ
た
が

、
米
国
産
大
豆
の
粗
脂
肪
含
有
率
約
二

0

飼
料
会
吐
関
係
の

傑
厚
飼
料
原
料
の

う
ち
、

約
八
〇
ゆ
で
あ
る
。

な
っ
て
い
る
。

（
付
属
二

こ
れ
ら
畜
産
物
価
格
の
約
七

0
％
が
飼
料
価
格
で
あ
る
な
ら
は
飼
料
価

ク
イ
政
府
畜
産
局
の
飼
料

F
o
r
m
u
l
a
 

に
よ
っ

て、

指
定
さ
れ
る
ク

イ
の
こ
れ
ら

原
科
の
価
格

と
推
定
で
き
る
。

）

養
豚
飼
科

3

エ
如
価
格
は

4
 
3
F
9
x
ゞ
1
1
2
9
 
F9
,
 

合
飼
料
価
格
も
一
応
腹
村
価
格
の
％
か
エ
祝
価
格
と
す
る
と

、
プ
ロ
イ
ラ

5
 
5
 
fA

x
 

す
さ
は
五

〇
／
竺
品

、
大
豆

。
粕
四
六

％
晶

、

で
あ
る
こ
と
を
み
る
と

、
配

て

（輸
入
価
格
は
殿
村
価
硲

よ
り

、
は
る
か
匹
安
く

、
屋
村

価
格
は

、
ふ

わ
が
国
の
こ
れ
ら
輸
入
飼
料
原
料
価
格

（
付
駁

五

参

照

）

を
堆
呪
と
し

（
付
駁
六
）

とヽ

（
付
属

三

、
付
広

四

参

照

）

格
の
安

い
所
で

、
生
産
す
る

こ
と
が
合

理
的
で
あ
る
。

参
照
）

料
価
格
と
生
体
盛
村
販
先
価
格
の
閑
係
は
そ
れ
そ
れ
六
対
一

、

五
対
一
と

わ
が
国
の
例
で
は

、
プ

ロ
イ
ラ
ー

、
豚
の
ば
あ
い

、
戯
村
妬
お

け
る

飼

原
の
バ
ン
コ
ッ
ク
以
外
の
地
方
で
は

、
価
格
は
大
体
．
ハ

ン

コ
ッ
ク
価
格

9

澱
粉
質
原
料
お
よ
び
米
ぬ
か
は
安
い
。

日

央

乎

ク
イ
の
庭
村
部
で
は
家
畜
飼
料
原
料
が
と
く
妬
安
価
で
あ
る
。

こ
と
に

八

別

紙

ニ＞

畑
作
物
利
用
畜
産

に
つ
い
て

あ
る
よ

し
で

乏
る
。

て
は

、
そ

の
ま

ま
飼
料
原
料

と
し
て
碩
白

原
料
用
忙
使
用
し
う
る

可
能
性
が

一
部
陀

は
、
含
油
料
が
低

い
の
で

価
栢
い
か

ん
に
よ
っ

鳴
と

比
較
す
る
と
低
い
の
で

、
搾
袖
尿
料
と
し
て
は
使
用
で
き
な
い
。

．
 

．
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思
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ゞ

． 
三
、
た

と

え

け

豚

肉

と

牛

肉

i、

• • 

あ

る

い

は

水

牛

な

ど

の

利

用

妬

よ

豆
粕
の
か
わ
り
佼
利
用
は
可
能
で
あ
る
。

二
、

B
l
a
c
k
 
S
o
y
 B
e
a
n
 
の
増
収
と
利
用
を
日
本
が
考
え
る
な
ら
ば
大

・

・

‘
 

万
ト
ル

l
=―

三

0
0
万

ド
ル
）

二

o
l
三

0
万
ト
ン

の
対

日
隔

出
は
可
能
と
な
ろ
う
。

（二

、

二
0

0

一
、
も
し
大

豆
が

、

二
割
程
度
増
収

に
な
り

国
院
涙
争
力
が
つ

く
な
ら

は

第

七

効

朱

て
考
え
る
の
で
は
な
く
、

‘ヽ

る
。
＇
（
付
駈

九
、

付
屈

一
〇

参
照
）

ソ
ー
セ
ー
ジ
用
似
料
と
し
て
考
え
る
べ
き
で
あ

・
一
七

・
九
ー

一
八

・

と
な
り
（
別
七

、
別
八
）

と
な
る
。
、
日
本
侭

あ

っ
て
は

狡
豚
飼
料
が
喪
総
飼
和

よ
り

も

、

高
、
い
が
ク
イ
の

F
o
r
m
u
l
a
で
は
投
豚
飼
料
の
方
が
安
く
な
っ
て
い
る
。

ク
イ
で
は
米
ぬ
か
が
ず
は
ぬ
け
て
安
い
こ
と

、

で
は

、
バ
ン
コ
ッ
ク

の
八

0
わ
の

価
格
で
あ
る

点
を
考
え
る

と

、

原
料
の
配
合
い
か

ん
で
は
比
較

的

安

く
、

お
そ
ら
く

、
原
料

陀
渕

す
る
か

ぎ
り
日
木
の
％
以
下
に
つ
く
は
す
で
あ
り
日
本
の
技
術
を
沿
入
す
れ
ば
、

生
体
価
格
で
豚
も
K
i
あ

た
ウ

一
七
（い
円

s-
j;
0
円
朽
朕
で
生
産
さ
れ
う

さ
れ
る
ぺ
き
で
あ
る

。

た
だ
し
口
蹄
疫
の
出
係
上
、

：
 ．．
 
年

、

仕
．，
p

る
こ
と
も
考
え
ら
れ
、

帖
入
が
刑
加
し
つ
つ
あ
ろ
豚
肉
匹
つ
い
て
も
研
究

..、

日ク 9 , .

本 'ィ、

比
較
す
る
と

、

： 

挫

豚

飼

料

-
K
g
あ
た
り

円
五
円

こ
れ
ら

け
る
か
た

二

七

円

六

l
一
九
円

プ
ロ
イ
・ラ
ー
飼
料

原
料
鈍
は
ク
イ
は
日
本
の
七

0r”
l
八

0
¢”

そ

の
他
の
原
料
も
地
方

冷
探
肉
と
し

-3 4·:..—• 
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． 

0
ド
ヽ
ー
ギ
ー
・,¥
Q
涯
丑
桑
に
世
呈
心
｛
心
ふ
迂
（
ヽ
ャ
起
豆
□
掟
涵

茶
⑱
心
Q
ゃ
折
。
茫
牽
翌
Q
器
玉
＜
豆
怜
i
ご
器
ゃ
和
心
゜
）
ヽ
ー
ギ
ー
．`＼

如
I
只
..L入
癌
丑
卜
心
捉
お
や
I
'
0
.O
O
尺
と
之
込
廿
Q
悸
ユ
且
心
や

心
゜
⇒
全
如
悪
出
O
J
社
豆
掛
々
函

I
~
.
.
L
入
Q
ヽ
ー
ギ
ー
・
，
＼
至
染
茶
妾

巨
⇒
’
ャ..L'ヽ
蔀
Q
｛
祁
＄
忍
8
翌
＜
忘
如
咲
⇒
沃
£
ド
＄
心
ギ
お
¥

•ふ

゜ 心、

［
付
属
1
 
わ
が
国
の
畜
産
物
の
生
産
者
価
格
(
4
3
年
］
］

(
1
9
7
0
.
 
2
玩
計
月
報
よ
り
）

1. 
プ
ロ
イ
ラ
ー
（
生
体
）

廃肉
2& 

知豚
（
生
体
）

2
 6
 0
 4
/
 1
 0Kg
 

1
 2
 4
 2
/
 1
 1kg
 

• 9
 

2
 7
 7
 1/
 1
 0kg
 

2
 6
 0/
k
g
 

1
 2
 4
/
Kg
 

2
 7
 7
／
紐

ヽ
・
ク

SCI 

・
畜
産
物
卸
売
価
格

1.
豚
枝
肉

2
.
 
肉
用
窺
（
と
体
）

3
 7
 0
/
kg
 

2
 2
 7
 /k
g
 

盆
入
価
格

1.
}鍬

肉

2.
家
禽
肉

• 
I
 

3.
羊

肉

¥
3
9
4
,
/
k
g
 

¥
 2
 4
 5/
!Yg 

¥
 1
 3
 1
/
kg
 



属
付

~
·
 

2 
わ
が
国
の
飼
料
肉
価
格
比
率
l l
 

プ
ロ
イ
ラ
ー

．．． 

123 

若
鶏
用
配
合
飼
科
淡
村
購
入
価
格

プ
ロ
イ
ラ
ー
生
体
殷
村
販
売
価
格

M
e
a
"t 
I<,
e
e
d
 

h"
i 

豚

．． 

125 

r
a
t
i
s
 
2--:--1 

肉

養
豚
用
配
合
飼
料
痰
村
賂
入
価
格

豚
生
体
価
格

4
 3. 
1/
kg
 

2
.6
 0
/kg
 

6.0 
5
 

M
e
a
t
 F
e
e
d
 r
a
t
i
s
 
2--;-
1
 

5
 5. 
6
/
k
g
 

2
 7
 7
 /k
g
 

5.0 4
 

l
付
属
3 

娠

タ
イ
の
紀
豚
用
裟
厚
飼
科
の
酋
じ
合
内
容
の
衷
竺□

体
重
体
重

3
 0
kg
~
6
 0kg
 
6
 0
kg~
1
0
0
Kg
妊

([)
育
成
豚

の
育
成
豚

1
2
 %
 

1
 2
'-');
、

3
 0
 

1
 i
kg
~
3臀
kg

の
育
成
豚
1
 2
 %
 

4
 D
 

2
 6
 

7
 

3
 

豚

005 

25 

砲米し粉粉粕ン塩ラ
ガラ こチ

豆ヵ

ろ

キネ

'も
ぅィ 米砕と魚肉大バ食ヵ、f‘

2
 5
%
 

2
 6
 

3
 0
 

7
 

ー9C1

ル

00561 

1000 

290551 

n
i

n
i

n
i 

55060551 

4oo

g 

082550 

．． 

01 

一
日
当
給
与
量
1. 
D
~
1. 
5
kg
 
2
.
0
~
3
.
 0
kg
 
3
.
 0~
4
.
 0Kg
 
2
.
0
~
3
.
 0
kg
 

注
：
こ
の
表
の
外
に
ピ
タ
ミ
ン
剤
(
B
2
 
B
 1
 
B
 1
2
,
 
D
 s
 A
)
 

お
よ
び
オ
ー
レ
オ
マ
イ
ン
ン
が
少
輩
添
加
さ
れ
て
い
る゜

． 
． 



． 
． 

□
属
4
 
ク
イ
匠
お
け
る
疇
用
盆
厚
飼
科
の
配
合
内
容
I

ふ
化
後
2
~
4
月
種

灼
産
卵
娼

酉
t
合
割
合
配
合
割
合
配
合
割
合

1
ロ
ッ
ト
虚

1
ロツト
虚

1
ロ
ッ
ト
嗜
—

囮
t%
)
 
四

惰
）
闘

向

米
ぬ
か
1
 2
 0
 
2
1.
0
 
2
 4
 0
 
40.0 

2
 4
 0
 
3
8
.
5
 

と
う
も
ろ
こ
し
3
0
0
 
54.0 

1
 2
 0
 
2
0.0
 
1
 5
 0
 
2
4
.
0
 

硲
花
生
粕

5
 4
 
9.5 

6
 0
 
1
 0.0 

6
 0
 
9.0
 

緑
豆

3
6
 
6.0 

1
 8
 
3.0 

゜
゜

大
豆
粕

゜
゜
2
 4
 
4
.0
 
2
 4
 
4.0 

バ
イ
カ
チ
ン

1
 8
 
3
.0
 
2
 4
 
4.0 

2
 4
 
4
.0
 

魚
粉

゜
D
 
3
 6
 
6.0 

3
 0
 
4.5 

肉
A円d
,
 
粉

3
 6
 
6.0 

4
 2
 
7. 
0
 
3
 6
 
6.0 

,ra. 目
粉

゜
゜

3
 
0.5 

2
4
 
4.0 

食
塩

3
 
0.5 

3
 
0.5 

3
 
0.
5
 

卜

カ
キ
ガ
ラ

゜
゜

2
 7
 
5.0 

2
 7
 
5
.5 

N
うI
 

・
「
一

，言

計
5
 6
 7
 
1
 00.0 
:5 
9
 7
 
1
 00.0 

6
 1
 8
 
1
0
0
.
0
 

注
：
1. 
1
ロ
ツ
ト
つ
つ
虻
合
檄
VC.入
れ
て
配
合
し
、
1
日
1
羽
あ
た
り

ひ
な
の
ば
あ
い
3
0
~
6
 0
 g
、
成
恙
1
2
 0
 g
を
給
与
す
る
。

2
.
 
こ
の
外
妬
ピ
ク
ミ
ン
、
ミ
ネ
ラ
ル
を
少
直
添
加
す
る
3



付
属
5 
わ
が
国
の
飼
科
お
よ
び
飼
料
掠
料
義
家
暗
入
仙
格
］

（
昭
4
3
年
価
格
）

（
は
林
統
計
月
報

単
位

．．．．

 

12545

 

魚ふ米笈

かす

すま

ぬぬ

か

9
 0
Kg
 

3
 0
 

3
 0
 

か

。 7J ＇  

．ーi">． ． 

肖
亡
合
詞
料

ヒ
ナ
育
成
用

若
肉
失
引
用
保
界
育
用
）

成
局
（
種
卵
用
）

投
豚
用

6. 
大
豆
和

2
 0
 

2
0
 

2
0
 

2
 0
 

3
 7. 
5
 

盆
入
朗
料
1訊
科
価
格
4
 4
年

1
 9
 7
 0. 

価
格

5,4 
1
 7
円

9
 0
 1
 

6
6
0
 

8
 1
 3
 

7
 5
 3
 

8
 6
 2
 

7
 7
 9
 

1, 
1
 0
 1
 

2
,
1
3
7
 

円

3 
よ
り
）

1
 kg
価
格

6
 0
円

3
 0
 

2
 2
 

2
 7
 510 

7し

3&

343 5
 5.
 
0
 

18、Cl'
5
 7. 
0
 

M
/
T
 

．．． 

123

 

と
う
も
ろ
と
し

ソ
ル
カ
ム

ふ大大

す

4561& 
米米

豆

ま和豆

ル
ー
サ
ン
ベ
レ
ッ
ト

洛魚

花粕

生
粕

2
 1, 
4
 2
 5
 

1
9
,
9
9
2
 

2
 1, 
4
 7
 2
 

4
 1, 
D
 3
 4
 

3
9
1
0
5
1
 

• 2
 1, 
1
 5
 D
 

3
5
,
9
9
0
 

4
8
,
5
2
0
 

．
 
． 
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I
疇

6
ク
イ
に
お
け
る
ー曰
竺
原
料
推
定
日
玉
］

(
A
g
,
ぷ:

• .1J.て~
r
a
l
S
t
a
tii:;ti
c
s
 
o
f
 T
h
i::l.i
l
a
n
d. 

1
 9
 6
 6
よ
り
）
1
9
 6
 6
仙
洛

て
B
四
n
g
k
o
k
卸
売
価
格

推
定
滋
村
価
格

1. 
と
う
も
ろ
こ
し

2
.
 粕
',

·
参

'•{
i.9
6
6
 
1.
2
3
 

考
(
1
0
0
)

1
9
6
5
 
1. 
2
 1
 

(
1
 0
 0)
 

3. 
大
豆

1
6
5
 
2. 
1
 0
 

4. 
M
i
h
y
 B
e
a
n
 
1
6
6
 
2
.
 
5
 7
 

5. 
キ
ャ
ッ
サ
バ
ミ
ー
ロ
0.
 
7
 2
 j',ノ

6.
 
落
花
生

3. 
6
 6
 

e-
7. 
大

豆
2.5 0
 

8. 
バ
イ
カ
チ
ン
ミ
ー
ル
1. 
1
 0
 

9.
米
ぬ
か

1.
1
2
b
a
l
i
戸
20.
1円マ
：
0. 
8
 5Tcs =
 15．的

1.
0
4
（池
函
釦
迦
r
の
1祖
格
）

(
8
4
)
 

0.
 
8
 8
手
1
8
円

(
7
 2
)
 

1
 0. 
B
l
a
c
k
 
S
o
y
 B
e
a
n
 2. 
0
 0
 

2. 
9
 6
キ
5
4
 0
円

2.00Tcs =
 3
 6. 
0
 

0. 
8
=
 1
 4. 
4
 

3.0
 OT
s ／
7k
gキ
8
.0
0
円

1. 
7
 0
 =
 3
 0. 
6
円

ー

67

米
大
豆
の
代
り
1
-
'
C
B
l
a
c
k
 
S
o
y
 B
e
a
n
を
使
用
し
た
と
す
る
と
単
価
は

―‘̀
 

1. 
8
 0
八
g
程
度
と
な
り
約
2
D
伶
安
い
心
で
；
2
9
円
バ
屯
と
な
る
3

.
'
.
 

'
.
.
 -
i
 

I
 ・1 

9
,
.
 



付
属
7 

製
造
し
た
揚
合
Vこ
予
想
さ
れ
る
価
格

ク
イ
に
お
い
て
タ
イ
の
F
o
r
m
u
l
a
で
衣
豚
配
合
朗
科
を

配
合
割
合

ー
米砕

ぬ
か

．． 

23 

米
1
」

と
う
も
ろ
こ
し

4
 
魚

5dza 

大食

豆

粉粕塩

JJ 

23 

1
 l{g
単
価

8
円

(
2
 1
)
 

2
 0
円

(
2
 0
)
 

1
 5.3
円

(
2
 1
)
 

4
 8
円

(
4
 8
)
 

3
6
円

(
4
 1
)
 

？
 

計

ノヽ‘！ノ‘_ノ、ノ、ノ

6200850060? 

9500844414 

266692222 

（（（（（ 

カ
キ
ガ
＿フ

？ 
？ 

‘ ‘、
ネ

—フ
ル

初

551 ・・ 

20556000 

134 

？ 
？ 

(
2
,
 2
 7
 7
)
 

1
 8
 4
 0
 

ー。

tv
ー

1
 8
 4
 0
 --:-
9
 9
 =
 1
 8. 
5
,/l{g 

牲
豚
原
料
は
ク
イ
で
は
日
本
の
約
8
0
和
で
あ
る
。

代
り
忙
黒
大
豆
を
使
用
す
る
と

ま
た
大
豆
粕
の

1
 7. 
9
円
／
k
g
程
度
と
な
る
。

1
」
砕
米
価

揺
出
価
格

格4
 o
£
x
 8
2
6
-
4
0
0
Tcs
=
 2
6
,
8
4
0バ
A
/t
(
A
 I
S
)
 

JJ 

23 

日
本
の
輸
入
価
格
と
同
じ
と
す
る。

ク
イ
の
大
豆
価
格
と
同
じ
と
す
る
。

． 

●, 
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1
付
属
8
 
タ
イ
匠
お
け
る
去
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．
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i
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／
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ゎ
が
国
の
ソ
ー
セ
ー
、
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原
料
構
成
比

約
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約
4
0
ゅ

約
2
0
和

肱
肉

羊
肉

馬
肉
そ
の
他
の
雑
肉

①
 
わ
が
国
で
ソ
ー
セ
ー
、ジ
を
作
つ
た
拐
合
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原
料
コ
ス
ト

4
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 D
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4
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和
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3
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X
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円
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Kg
/
枝
肉
と
使
用
批
の
歩
留

⑥
 
ク
イ
で
水
牛
肉
ま
た
は
牛
肉
を
マ
ト
ン
と
馬
肉
忙
代
杓
使
用
し
た
均
合
の

原
料
コ
ス
ト

豚
肉

水
牛
肉

1
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円
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4
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1
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円
X
4
 0
 --J;+ 
1
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円
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Kg
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枝
肉
と
使
判
立
の
歩
留

ー7マー

e
)
 
枝
肉
ペ
ー
ス
で
は
ク
イ
で
ソ
ー
セ
ー
ジ
を
製
造
し
た
場
合
の
方
か
原
料
は

約
半
分
と
な
る
。
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． タ

イ
複
業
協
力

に
関
す
る
具
体
的
な
提
案
を
効
果
あ
ら
し
め
る
た
め

力
す
る
た
め
の
畑
作
セ
ン
タ

ー
と
そ
れ
忙
関
連

す

る
考
え
方

畑
作
物
セ
ン
タ

ー
の
考
え
方

な
工
業
化
に
よ
る
人
口
の
吸
収
が
不
可
能
で
あ
る
な
ら
ば

、
い
）
増
加

を
え
な
い
こ
と

、

固
の
祐
入
眺
買
力
）

タ
イ
夜
と
つ
て
も
変
り
は
な
い
。

実
忙
よ
っ
て

、

(
I
R

系
品
社
は
ク
イ

Vc

入
っ
て
い
な
い
か
ら
お
そ
ら
く
水
の
供
給
管
理
が
吻
次
い
き
と
ど
ぃ

そ
の
二
は

、

年
を
境
と
し
て
急

．ヒ
ッ
チ
で
タ
イ
で
は
上
昇
し
て
き
た
こ
と
で
あ
る
。

て
き
た
こ
と
と
想
像
す
る
が

、

米
の
生
産
性
が

、

そ
の

もヽ

フ
ィ
リ
ッ
ピ
ン
の

I

R

R

I

が
袂
実
的
な
活
勅
を

し

、

―
つ
は

、

掠
因
は
不
明
で
あ
る
。
）

理
由
は
不
明
で
あ
る
が

‘● 

（
参
考
凶
参
照
の
こ
と
）

‘一
九
六
〇

一
九
二

0
年
以
来
低
下

。
併
滞
し
つ
づ
け
て
い
た

手
を
つ
け
な
い
こ
と
が
贅
明
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
現
実
た
は
二
つ
の
隼

⑦

米

に

つ

い

て

は

、
今
後
と
も
そ
の
疱
要
性
は
、

ア
ジ
ア
正
と
つ

て

お
よ
び
畑
作
物
の
利
用
に
岐

の
注
目
を
は
か
る
べ
き
で
あ
る
。

忙
か
ぎ
ら
れ
る
こ
と
の
認
諏
の
も
と
に

、
畑
作

る
も
の
は
わ
が
国
の
軒

＾ 
も
ろ
こ

．し
の
発
展
に
呆
し

た
わ
が

お
よ
び
⑤
ク
イ
心
業
た
他
律
的
に
刺
救
を
与
え
ぅ

す

る
人
口
の
収
容
は
畑
作
忙
あ
り

、

ク
イ
巖
業
は
畑
作
忙
向
わ
ざ
る

帯
で
収
容
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ

て
く

る
か
ぎ
り

、

作
地
帯
忙
移
勁
を
は
じ
め

て
お
り

、
今
後
増
加
す
る
人
口
を
水
田
地

で
は
不
可
能
で
あ
り
、

述
．の
よ
う
忙

、
水
田
地
弗
か
ら
人
口
が
畑

③

第

七

侭

述

ぺ

た

よ

う

な
効
果
を
あ
げ
る
た
め
匹
は

、

第

八

聞

発

輸

入

を

具

体

化

す

る

た

め

、

結
篇

注
た
急
速

ク
イ
の
畑
作
澁
菜
の
生
産
向
上
忙
協

珪
状

C

ま
ま

に
必
要
な
畑
作
研
究
セ
ン
ク

ー

の
創
立

と
運
営
に
関
す
る
考
え
方

-4 6-



⑤ ⑭) 
な
矮
小
な
も
Q
は
品
位
を
お
と
す
の
み
で
あ
る
。

効

朱

あ

る

技

術

の

普

及

vc力
を
入
れ
た
力
が
栢
明
で
あ
る
。

必
要
と
さ
れ
る
研
究
セ
ノ
タ

ー
は
日
本
の
官
民
の
支
持
を
え
た

、

悟
作
妃
因
す
る
I
R
R
I
に
悛
に
対
比
さ
れ
う
る

、

し
て
な
ら
な
い
。

→ 

E
c
o
n
o
iLi
c
 A
n
i

m
a
l
」

と
同
時
尻

、

現
在
0
T
C
A
．
が
行
っ
て
い
る
よ
う

の

Ve
お
い

0

す
る
も
の
で
，
む
つ

て
は
決

を
も
っ
た

、
将

来

世

界

的

忙

声

価

を

博

し
う

る
、

恒
久
性
と
規
俣

い
や
し
く
も

罪
発

と

、

P
i

l
O
"t 

P
r
O
J

o

C
"t 

的

な

も

の

よ

り

も

、
基
本
的
な
技
術
の

あ
げ
「
G
r
e
e
n
R
 6
V
0
1
U
 -C
i
 O

n

 

あ
る
こ
と
を
考
え
る

と

、

日
本
の
技
術
は

F
i

e
1
d

侭
出
る
よ
う
な

」
と
い
う
言
栞
が
で
き
た
ほ
ど
で
あ

れ
ヽ

正
否
は
別
と

し
て
、

束

南

ア

を

党

醒

さ

せ

る

程

の

成

果

を

一
応

一
方
I
R
R
I
が
日
本
で
い
え
ば
ぶ
了
奴
研
程
度
の
予
綽
で
運
営
さ

う
な
嘉
劇
的
な
失
敗
は
没
り
と
し
て
は
な
ら
な
い
。

ー
そ
し
て
畑
竹
物
を
利
用
し
て
生
産
さ
れ
る

帝

物

豚
肉
等
を
も
考
え
ら
れ
る
）

利
用
匠
関
す
る
セ
ン
ク

ー
を
畑
作
中
心
地
妬
設
立
す
べ
き
で
あ
る
。

タ
イ
の
と
う
も
ろ
こ
し
地
帯
に
進
出
し
た
カ
ラ
プ
リ
ア
ン
社
の
よ

こ
こ
花
お
い
て
大
規
役

。
恒

久

的

な

畑

作

物

研

究

お

よ

び

畑

作

物

る

゜

ヽ

．
 
フ

ロ

イ

ラ

J

も
を
た
疎
味
が
持
た
れ

な
い
。

（
例
え
ば

に

よ

っ

て

も

協

力

し

う

る

可

能

性

Q

あ

る

も

の

け

、
畑
作
物
で
し
か

③
 ろ

こ

し

の

場

合

と

同

じ

ょ

う

匠

生

産

さ

れ

た

作

物

を

轍

入

す

る

こ

と

今
後
日
本
の
立
劣
か
ら

、

あ
る
。

．
 

• 
と
う
も
ろ
こ
し

の
立
場
か
ら

、
● • 

と
う
も

そ
の
評
価
は
別
と
し
て
二
煎
に
磯
川
を
設
け
る
必
要
は
な
い
こ
と
で

-4 7-
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467

~

n
j

o2 

2

1

4
 

2 8 1 

3 0 4 

2 8 2 

1

4

7
 

9

9

3

 

4

3

4
 

の

を

み

る

と

、

最

近

の

プ

ロ

イ

ラ

ー

、

豚

肉

の

わ

が

国

の

諭

入

が

増

加

し

て

い

る

を

考

え

る

と

、

投

豚

も

一

名

す

ぺ

き

で

あ

ろ

う

0

(ii) 
畑

作

物

セ

ン

タ

ー

の

主

な

活

動

内

容

研

究

曲

発

事

業

I

R

R
I
の

米

た

た

い

す

る

活

助

尻

匹

敵

す

る

活

勁

を

畑

作

物

忙

ト

を

考

え

て

の

）

あ

る

と

考

え

る

。

さ

た

飼

料

掠

料

と

労

賃

（

一

日

約

一

五

バ

ー

ト

）

の

安

い

こ

と

の

素

描

は

別

祇

一

、

大

豆

匠

つ

い

て

参

照

の

こ

と

。

）

成

す

る

よ

う

な

考

え

方

が

窒

さ

し

い

と

思

わ

れ

る

。

（

大

豆

事

業

収

祉

の

約

半

分

で

あ

る

。

▽

＞

ー

多

収

復

大

豆

の

祉

子

の

創

出

を

達

含

油

脂

率

の

向

上

よ

り

も

坑

収

l
八

：

ク

イ

の

収

試

は

ア

メ

リ

カ

の

料

子

実

と

考

え

ら

れ

て

い

た

が

、

む

し

ろ

蛋

白

に

窺

点

忙

お

い

て

、

i

I

予

想

さ

れ

る

将

来

の

含

蛍

白

梗

吻

、

，
 

③ 

し

た

が

つ

て

、

つ

い

て

行

う

と

同

時

陀

、

た

と

え

ば

従

来

大

豆

は

油

主

た

る

研

究

罪

発

部

門

と

し

て

予

想

さ

れ

る

点

は

、

に

つ

い

て

の

研

究

も

大

き

な

意

味

を

も

つ

分

野

で

生

産

さ

れ

た

畑

作

物

の

利

用

ヘ
マ

I. 

ヶ

ツ

―-48-



ク
イ
政
府
か
ら
も
観
迎
さ
れ
る
こ
と
と
忠
ぅ
゜

わ
ね
ば
な
ら
ぬ
事
業
で

）少る

。

枡
作
事
情
の
改
善

（
た
と
え
ば
と
う
も
ろ
こ
し
で
い
え

は

、

の
ほ
ん
の
少
し
の
改
良
で
も

、
相
当
の
効
果
が
あ
が
る
可
能
性
が
あ

手
を
つ
け

て、

新
入
植
祁
業
と
し
て
の
二

あ‘

り
ヽ

コ
ム
形
成
ま
で
の
過
枯
の
項
菜
を
ク
イ

政
府
と
共
向
し
て
行
う
こ
と
は

、

ク
イ
の
設
業
政
策
妬
も
合
叙
し

、

ま
た
こ
の
原
則
が

建
前

で
あ
る
。

ク
イ
で
は
註

業
は

、

④

入

栢

事

業

（
人
口
収
収
の
意
味

す
ぺ
て
紐
立

耕
作
—
v

民
侭

よ
つ
て
行
わ
れ
て

③
 

か
ま
わ
な
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

り

う
る
と
思
わ
れ
る
の
で

、

こ
の
種
事
業
は
普

及
事

茉
と
し

て
早

返

う
ね
巾

。
株
間
等
の
改
善
）

お
そ
ら

く
炭
良
種
子
の
創
出
を
ま
っ
ま
で
も
な
く

、
耕

作

技

術

本
へ
の
翰
出
均
大
が
可
能
か

、
研
究
す
ぺ
き
点
が
多
い
が

、
ぜ
ひ
行

こ
の
ポ
菜
を
ど
の
よ
う
に
や
れ
ば
ク
イ
の
た
め
た
な
り

、

良
袖
子
の
入
手
を
渇
望
し
て
い
る
。

種
子
配
布
忙
閑
す
る
ギ
業

う
も
る
こ
し
で
推
定
一
〇
茄
以
下
で
あ
る
。

し
た
が
つ
て
殺
民
は
峻

② 

必
要
と
な
る
。

柚

子
配
布
卓
業
は
ク
イ
忙
お
い
て
は
極
め
て
お
く
れ
て
い
る
。

（
別
紙
二

、
畑
作
利
用
畜
産
の
珀
参
照
）

す
ぺ
き
で
あ
る
。

．
 

．
 

か
つ
日 と

し
た
が
つ
て

、

こ
れ
ら
の
部
門
の
研
究
脚
発
も

ッ
チ
さ
せ
な
が
ら

、

日
本
の
国
益
と
マ

経
済
発
展
の
甚
礎
を
考
え
る
こ
と
を
も
理
神

畑
作
生
産
物
を
畜
産
に
有
効
に
利
用

し
て

、

．． 
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ヽ

．． 

合
的

・
大
豆
を
中
心
と
し
た
品
秤
改
良
技
術
者

．． 

作

物

凋

係

匡
久
的
忙
研
究
悔
発
を
す
す
め
る
。

ぅ
宜
困
を
有
す
る
裟
秀
な
技
術
者
で

、

少
く
と
も
五
年
は
ク

イ
匠
定
今
11
し
て

研
究
お
よ
び
音
及
活
勅
を
も
行

蚊
低
下
記
程
腹
を
そ
る
え
て
稔

＞

必

妾

と

さ

れ

る

技

術

者

③ ② ③ 

入

袖

事

：．て1

採

柿

平・

業

セ
ン
ク
ー
の
設
立

約
一

0
1
8
円

約
一

0
低
円

W

所

要

西

金

②
 
⑤
 模

な
ほ
ど
よ
い
。

（
即
を
追
つ
て
拡
大
し
て
い
く
o

)

ク
イ
農
民
の
入
柏
事
菜
に
た
い
す
る
支
援
を
や
る
と
す
れ
ば
大
規

採
耗
平
菜
地
を
必
婆
な
各
地
匠
お

く
。

と

C
i

u
o
n
g
rna
i
 

匠
お

く
必
要
が
を
ろ
う
。

1
1
試
験
地
を
本
部
匠
付
祓
さ
せ
る
ほ
か

、
少
く
と
も

S

e
t1
k
o
t
h
a
i

／
 

が
よ
い
と
思

う。

①

i

予
恋
さ
れ
る
セ
ン
ク

ー

の
位
い
は

S
a
r
a
b
u
r
i

か

L
o
p
b
u
r
i

llI

予
想
さ
れ
る
セ
ン
ク

ー
の
位
栢

る゚
見
迄

し

が
つ
い

て
か
ら
行
う
か

、
ど
う
か

つ
い
て
は
考
悲
を

要
す

を
ど
う
す
る
か
等
の
問
函
も
あ
る
か

、

lI
の
①
゜
②
・
③
の
単
業
の

の
施
設

。
そ
の
他
）

を
投
す
る
が

、
土
地
は
国
有
地
で
あ
り

、
伯
却

こ
の
門
業
は
開
殷
お
よ
び
こ
れ
に
と
も
な

う
土
木
中
唸
、
（
井
戸
等

合
い
か
ら
も
）
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ょ
つ
て
認
識
さ
れ
た
い
。

束
南
ア
ジ
ア
で
は
群
を
ぬ
い
た
既
西
UI

な
沢
諒
国
で
あ
る
こ
と
を
次
表
匠

補 ◎ 
し
ぼ
っ
た
研
究
を
す
れ
ば

、

少
く
と
も
こ
れ

だ
け
の
ス
ク
ッ
フ
を
そ
ろ
え

て
三
ー

五
年

、

経
験
上
三

l
五
年
悛

vC
は
必
ず
予
剥
以
上

11

取
後
に
ク
イ
が
米
だ
け
で
な
く
家
畜
沢
源
に
お
い

て
も
現
在
す
で

Vc

r
‘
1
E↓
 

タ

イ

の

召

だ

の
効
采
が
あ
る
こ
と
を
侶
ず
る
。

―-
、
北
業
経
祖
粁
済
肉
係
討
門
家

＞

獣

医

iv iii 

投
豚
関
係
の
朗
脊
技
術
者

家
畜
栄
於
技
術
者

投
知
因
係
の
商
i
f
目
技
術
者

•1
1

壺
灼
関
係
の
栄
社
技
術
者

二
、
畜

産

甜

係

ー

ー

＞

そ
の
他
一
般
作
物
の
研
究
者

iv 

土
淡
関
係
技
術
者

•1
1
1

と
う
も
る
こ
し
関
係
技
術
者

•1
1

耕
作
関
係
合
理
化
を
中
心
と
し
た
技
術
者

．
 

．
 

し ・
．． 

目
的
を
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東
南
ア
ジ
ア
の
家
畜
飼
羨
顕
数
と
人
口

（
単
位
千
頭
千
人
）

家
畜
飼
養
頭
数
(
1
 9
 6
 6
/
 1
 9
 6
 7
)
 
(
1
9
6
8
)
 

牛
人
ロ

水
牛

豚
C
a
t
t
l
e
 
C
o
w
s
 

台
湾

1
 0
 5
 

2
 6
 2
 
3, 
1
 1
 0
 
1
 3,
4
6
6
 

卑➔.·-
国
1, 
2
 9
 9
 
A
 
5
 9
 6
 

1
,
4
5
7
 
3
 0,4 7
 D
 

フ
ィ
リ
ッ
ピ
ン
1, 
5
 7
 5
 

3
,
9
2
6
 
5
,
4
9
7
 
3
5
,9
9
3
 

北
ペ
ト
ナ
ム

8
 2
 5
F
 

1
,
7
D
□
F・ 
6,0 D
D
 F
 
2
 0, 
7
 D
D
 

南
ペ
ト
ナ
ム
1, 
0
 3
 3
 

6
 6
 5
 
3, 
1
 8
 5
 
1
 7,4 
1
 4
 

マ
レ
ー
ツ
ア

3
 1
 2
 
A
 
1
5
7
 F
 

B
 
4
 2
 F
 
3
2
6
 
9
2
7
 
1
 0,3 
8
4
 

ク
イ
5, 1
 6
 7
 

6
,8
7
8
 
4
,
0
4
5
 
3
3
,
6
9
3
 

ピ
ノレ

6, 
6
 1
 7
 
A
 1,7 0
0
F' 
1
,
3
7
2
 
1
,
2
8
2
 
2
6
,
3
8
9
 

マ
3
 8
 5
F
 

B
 

I
 

カ
ン
ポ
ヂ
ァ
1, 
7
 3
 7
 
A
 
6
2
D
F
 
6
 5
4
 
1
,
0
5
7
 
6
,
5
5
7
 

c
 
u
ぅ

イ
ン
ド
ネ
ツ
ア
6
,
8
0
0
 F
 

2, 9
 0
 o
F
 
3. 
1
 5
 □F
 
1
 1
 2, 8
 2
 5
 

I
 

日
本
1, 
7
 9
 5
 
1
,
6
6
3
 

5
,
4
2
9
 

S
o
u
r
u
:
 F
A
O
,
 
P
r
o
d
u
c
t
i
o
n
 Y
e
a
r
 
B
o
o
k
 
V
o
l
.
 22, 
1
9
6
8
 

U
N
,
 
D
e
m
o
g
r
a
p
h
i
r
 Y
e
a
r
 
B
o
o
k
 
1
9
6
8
 

注
1. 
C
o
w
s
の
枷
で
A
=
搾
乳
牛
お
よ
び
2
オ
以
上
の
未
経
産
雌

牛

B
＝
搾
乳
牛

2. 
マ
レ
ー
ツ
ア
の
C
o
w
s
の
頭
数
は
西
マ
レ
ー
ツ
ア
の
み

3
.
 
F
 =
F
A
 0
の
推
計
値

•
•
 



直

逍

東

財
団
法
人
7
 

」

T
Oー

送

出

〇
海
外
段
業
怜
報
の

し
ゅ
う
集
、

京

海
外
賤
業
関
発
財
団
は
左
の
事
業
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

森
業
技
術
者
の
あ
っ
せ
ん

〇
海
外
農
業
調
壺
団
の
編
成

、

紹
介

一
五
八
八

海
外
農
業
に
対
す
る
協
力
事
業
な
ら
び
に

開
発
事
業
に
従
事
し
た
い
方

海
外
農
業
に
対
す
る
協
力
事
業
な
ら
び
に

開
発
事
業
に
必
要
な
人
材
を
求
め
て
い
る
方

は
本
財
団
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

0
待
機
中
に
お
け
る
技
術
の
プ
ラ
ッ
ン
ュ
ア
ッ
プ
匠
必
要
な
研
修
数
の
貸
付

.
0
海
外
殿
業
の
協
力
お
よ
び
院
発
事
業
を
し
て
い
る
団
体
企
業
等
へ
俊
秀
な

海
外
屎
業
開
発
財
団

東
京
都
港
区
赤
坂

8
ー

1
ー

32

ジ

ア

会

癖

内

0
三
（
四

0
二
）
六
―
―
―
内
紬

5
じ

東

京 ア

0
新

人
か
ら
の
海
外
設
業
技
術
者
の
袋
成

• ’• 
＇ 

0
三
（
四
〇
一
）

〇
海
外
簸
業

技
術
者
と
な
る
こ
と
を
希
望
す
る
方
の
登
録
と
プ

ー

ル

．． 
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